


　近年、東日本大震災をはじめ、さまざまな大規模災害が発生しています。昨年も、熊本地震や鳥取県中部を震
源とする地震、一連の台風被害など、各地で自然災害に見舞われました。
　また、近い将来、首都直下地震や南海トラフ巨大地震など、大規模地震の発生も懸念されています。
　災害はいつ起こるかわかりません。しかし、いつか起こる「その時」のために、もう一度、災害に対する備え
を見直してみましょう。
問合せ　消防防災課危機管理係（内線2648）

　市では、平成27年４月に久喜市防災ハザードマップを全戸配布しました。防災ハザードマップには、地震と洪
水による被害想定や、避難所等が記載されています。自宅周辺にはどのような危険があるか、また近隣にはどの
ような避難所があるか確認するとともに、災害発生時の避難場所（集合場所）や避難ルート、連絡方法等につい
て、日ごろから家庭で話し合っておきましょう。

　近年発生した地震によるけがの原因の30～50％が、家具類の転倒・落下・移動によるものです。
　家具の固定や配置、収納等に配慮し、屋内の安全性を高めましょう。

！確認のポイント！
①安全な避難経路

　 　避難所までの道を事前に歩き、危険な場所がないか確認する。少し遠回りで
も広くて安全な道を選ぶようにする。

②地域の避難場所

　 　地域の自主防災組織や自治会等で、一時的に避難する場所を決めている場合
があるので、隣近所で話し合い、地域のルールも確認する。

③垂直避難

　 　浸水等により、避難所までの移動が危険な状態である場合には、自宅の２階
や高層の建物に避難する「垂直避難」を行う。

！家具配置のポイント！
①家具の転倒防止

　 　大型家具は、Ｌ字型金具やポール式器具（突っ張り棒）などを用いて固定する。また、家具の重心を安定さ
せるため、重いものは下に収納する。

②避難経路の確保

　 　避難経路、出入口周辺に転倒・移動しやすい家具類を置かないようにする。また万が一、転倒してもドアの
開閉に影響が無いような配置にする。

③寝室の安全対策

　 　寝室には転倒するような家具を置かないようにする。やむを得ず置く場合は、家具が転倒しても下敷きにな
らないような配置にする。

④窓ガラスの安全対策

　 　窓際には重量物や移動しやすいものを置かないようにする。また万が一、窓ガラスが割れても、破片が飛び
散らないよう、飛散防止フィルムを使用する。

「いざ」「いざ」に備えてに備えて
「いま」「いま」できることできること

防災ハザードマップを確認

家具の固定・配置の見直し
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　大規模災害発生時には、電気、ガス、水道などのライフラインが途絶する場合があります。また、道路の破損
等により、水や食料などの支援物資が手元に届くまでには時間がかかります。
　いざというときに備えて、非常持出品や備蓄品をあらかじめ用意しておきましょう。

　阪神・淡路大震災や東日本大震災では、電気器具の転倒による火災や、停電後の電気復旧時に火災が発生する
通電火災が多発しました。
　地震発生時に、電気が原因となる火災対策に有効であるとされるのが、感震ブレーカーです。感震ブレーカー
は、地震を感知すると自動的にブレーカーを落として電気を止めます。
　感震ブレーカーにはさまざまなタイプのものがあり、機能がそれぞれ異なりますので、ご家庭の状況によって
使い分けることができます。この機会に、感震ブレーカーの設置を検討してみてはいかがでしょうか。

※災害時に必要なものは、持ち出しやすい場所に置いておきましょう。
※風呂の水は残すなど、生活用水を確保しておきましょう。
※断水や停電に備えて、火や水を使わなくても食べられるものを多めに用意しておきましょう。
※高層マンションの場合は、食料品などの備蓄品をより多めに用意しておきましょう。
※車のトランクや物置の中にも非常持出品を入れておくと安心です。

※ 揺れを感知してから切断までの時間（通常３分程度）に、建物内にいる人は、建物からの避難や電気製品の電源を切る等
の安全確保を行うことができる。

出展：経済産業省ホームページ「感震ブレーカーの普及啓発」より

　食品
□ 非常食（乾パン、缶詰、レトルト
食品など３日分程度）
□飲料水（１人１日３リットル、
　３日分程度）

　食器類
□紙皿・紙コップ
□割り箸・スプーン

　日用品
□ビニール袋
□ライター
□ロープ
□ラップ
□マスク・軍手
□小型ナイフ

　貴重品
□現金（小銭も）
□預貯金通帳
□印鑑
□身分証明書の写し
□保険証

　応急医薬品
□服用中の薬・お薬手帳
□救急箱
□三角巾

　清潔維持用品
□ティッシュペーパー
□ウエットティッシュ
□生理用品
□携帯トイレ・消臭剤・凝固剤

　照明・情報機器
□懐中電灯（予備電池）
□携帯電話・充電器（電池式）
□携帯ラジオ
□筆記用具

　衣類等
□動きやすい服
□肌着
□スニーカー・スリッパ
□タオル
□寝具
□ヘルメット・防災頭巾

　乳幼児用品
□粉ミルク
□離乳食
□紙おむつ・おしりふき

感震ブレーカーのタイプ 分電盤タイプ コンセントタイプ 簡易タイプ

本体写真（例）

揺れを感知してから
切断までの時間的猶予※

有 無 無

屋内配線への通電を遮断 ○ × ○

コンセントへの通電を遮断 ○ ○ ○

電源コードへの通電を遮断 ○ ○ ○

各電気機器への通電を遮断 ○ ○ ○

↑内蔵型

後付型→

非常持出品・備蓄品を準備

感震ブレーカーによる電気火災対策感

　食食食食食食食　食　 　 　

　衣　

　

　

　

　食　食　食食食　

　　　

●「いざ」に備えて「いま」できること●
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　大規模な災害が発生した場合は、行政や防災関係機関の対応には限界があるため、地域住民同士の助け合いに
よる自主防災活動が、非常に重要になります。東日本大震災において、日ごろから防災訓練等の防災活動を行っ
ていた地域では、発災直後から避難誘導や安否確認を行い、その後の避難所運営もスムーズに行うことができた
という事例があります。各地域の自主防災組織が毎年行う防災訓練は、災害時の避難誘導や初期消火、救出救護
等を実践的に行うことができる貴重な機会です。また、こうした活動を通して地域に顔見知りを増やすことも、
防災・減災において大切です。自主防災組織の活動には、積極的に参加しましょう。

　昨年８月の台風第10号がもたらした大雨で、岩手県岩泉町では、避難情報の意味が正しく伝わらず、適切な避
難行動がとられなかったことから、高齢者が亡くなりました。
　災害発生時は、自らの判断で避難行動をとることが重要ですが、住民に危険が切迫し、緊急に避難が必要と
なった場合に、市では防災行政無線等により避難情報を発令します。避難情報の種類に応じて適切な行動をとり
ましょう。

　平成28年４月に発生した熊本地震に伴う被災地の復興支援の一環として、市では熊本県宇土市へ平成28年６月か
ら７月までに延べ11人の職員を派遣しました。このほか、平成23年３月に発生した東日本大震災で被害のあった宮
城県東松島市に２人の職員を継続して派遣しています。今回、宇土市での派遣業務の経験をお知らせします。

　私は平成28年６月に12日間、熊本県宇土市で罹
り

災
さい

証明書を交付するための住家等の被害認定調査を行いま

した。

　罹災証明書とは、被災した住家等の被害の程度を証明するもので、損害保険や義援金の請求等に必要とな

る書類です。遅滞なく交付するために、全国から派遣職員が集まり、一丸となって業務にあたっていました。

　現地では、余震や集中豪雨による被害が続き、昼夜を問わず避難警報が流れるなど、心を落ち着かせるこ

とはできない状況でした。そのような中でも、被災された方々から「遠

くから来てくれてありがとう」と声をかけていただいたことがとても印

象に残っています。

　今回の派遣は、被害認定調査に限らず、健康医療や福祉分野の被災後

の対応等についても改めて考えさせられる機会となりました。また、私

の専門である建築分野においても、防災性や耐震性等について学ぶこと

が多かったと感じています。この経験を今後の久喜市の防災に活かして

いきたいと思います。

　営繕課施設係　主任　青
あお

砥
と

　貴
よし

律
のり

避難情報の種類 とるべき避難行動

避難準備・
高齢者等避難開始

・いつでも避難ができるよう準備をしましょう。
・身の危険を感じる人は、避難を開始しましょう。
・ 避難に時間を要する人（高齢の方、障害のある方、乳幼児をお連れの方等）は避難を開始しま
しょう。

避難勧告
・避難場所へ避難をしましょう。
・地下空間にいる人は、速やかに安全な場所に避難をしましょう。

避難指示（緊急）
・まだ避難していない場合は、直ちにその場から避難をしましょう。
・ 外出することでかえって命に危険がおよぶような状況では、自宅内のより安全な場所に避難をし
ましょう。

被災地派遣業務を経験して
～久喜市の職員が見た被災地～

自主防災組織の活動への参加

避難情報の確認

●「いざ」に備えて「いま」できること●

広報広報　　くきくき　　2017（平成29年）.３2017（平成29年）.３ 4



・保育施設や習い事への送り迎え
・保育施設の時間外や学校の放課後の預かり
・兄弟の学校行事のときの預かり
・保護者の病気や冠婚葬祭のときの預かり
・出産時の子どもに関するサポート
・保護者の外出やリフレッシュのための預かり

ファミサポ（アドバイザー）

⇒ 依頼会員から依頼された条件に合った協力会
員を調整し、事前打ち合わせに同席します。

依頼会員

⇒ 市内在住または在勤で、生後６か月から小学
校６年生までのお子さんがいる方。

協力会員

⇒ 市内在住で、子どもが好きな方。または、地
域の中で育児の援助活動ができる方。預かり
援助の場合は、基本的に協力会員の自宅で預
かります。

　「頼れる人が近くにいない」「初めての子育ては不安」という方は、身近な地域に頼れる人がいると安心です。
利用するには事前に会員登録が必要となりますので、早めの登録をお勧めします。
　入会説明会・講習会の詳しい日程・内容はファミサポ本部へお問い合わせください。

・ 自分の代わりに送迎などをしていただけるのは、
大変ありがたく、助かります。

・ ファミサポがなければ、今の私たちの家族の形は
ありませんでした。本当に助かっています。

・ 子どもから元気をもらい、生きがいとなっていま
す。何でも聞いて覚えようとする様子に、こちら
が勉強させられます。
・ 預かりのときは、自分の子どもといる時間と同じ
ように過ごしています。私の子ども達も、一緒に
遊べる援助の時間を楽しみにしています。

援助活動の主な内容について

会員の種類・援助活動の流れについて

料金について

報酬（30分あたり）

　久喜市ファミリー・サポート・センター（以下ファミサポ）は、子育ての手助けをしてほしい方とお手伝いできる
方が会員となり、有償で子育て援助活動を行う事業です。仕事をしながらの子育てやリフレッシュ、または子どもの
同伴が難しい外出時や出産時などの子どもに関するサポートを「地域の力」で助け合う取り組みを応援しています。
　また、ファミサポでは協力いただける会員を募集しています。援助活動のほか、講習会の託児補助やイベントの運
営補助等もあり、「この時間帯だけなら」「こんな活動だけなら」といったサポートでも構いません。あなたのサ
ポートをお待ちしています。詳しくはお問い合わせください。
場所　ふれあいセンター久喜１階（青毛753の１）　開所時間　月～金曜日　９時～17時※土・日曜日、祝日は除く
問合せ　ファミサポ本部　☎29－1900／ 29－1935／Ｅメールkuki-famisapo@aurora.ocn.ne.jp

活動日時 １人
２人

（兄弟姉妹）
３人

（兄弟姉妹）

月～金曜日　７時～19時 350円 525円 700円

上記以外の時間帯および
土・日曜日、祝日

450円 675円 900円

久喜市ファミリー・サポート・センター
「地域の力」で子育てを応援しませんか

＼ 依頼会員、協力会員それぞれの想いをお聞きしました ／
依頼会員 協力会員
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る
経
費

※
団
体
の
維
持
・
運
営
に
要
す
る
経
費
は
対

象
外
で
す
。

　
公
共
的
課
題
の
解
決
を
目
的
と
し
て
主
に

市
内
で
行
わ
れ
る
事
業
、
ま
た
は
主
に
市
民

を
対
象
と
し
て
行
う
事
業

※
特
定
の
地
区
・
個
人
・
団
体
を
対
象
と
し

た
事
業
、
国
や
県
等
か
ら
補
助
金
の
交
付

を
受
け
る
事
業
は
、
対
象
外
で
す
。

　
事
業
を
実
施
す
る
た
め
に
直
接
必
要
と
す

■
補
助
対
象
団
体

■
今
後
の
予
定

補
助
金
の
手
引
き
の
配
布
施
設

不
要
入
れ
歯
回
収
ボ
ッ
ク
ス
設
置
施
設

■
補
助
対
象
事
業

■
補
助
対
象
経
費

　
次
の
①
か
ら
④
ま
で
の
全
て
に
該
当
す
る

団
体
（
営
利
企
業
、
宗
教
、
政
治
上
の
目
的

を
有
す
る
団
体
は
除
く
）

①
市
内
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
。

②
５
人
以
上
で
構
成
し
て
い
る
。

③
団
体
の
設
立
目
的
、
組
織
、
代
表
者
等
に

関
す
る
定
め
が
あ
る
。

④
本
補
助
金
事
業
の
募
集
説
明
会
に
出
席
し

て
い
る
。

※
こ
れ
か
ら
活
動
を
始
め
る
団
体
の
場
合
、

①
か
ら
③
ま
で
は
予
定
で
も
可
。
④
の
説

明
会
に
出
席
で
き
な
い
場
合
は
、
問
い
合

わ
せ
先
で
説
明
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
説
明
会

日
時　
３
月
11
日
㈯　
13
時
15
分

場
所　

鷲
宮
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
お
お
と
り
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ビ
ュ
ー
ロ
ー

※
14
時
30
分
か
ら
平
成
28
年
度
補
助
事
業
の

実
績
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
申
請
書
の
受
け
付
け

期
間　
３
月
13
日
㈪
〜
31
日
㈮
（
土
・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
）
８
時
30
分
〜
12
時
／
13

時
〜
17
時
15
分

提
出
先　
自
治
振
興
課
ま
た
は
各
総
合
支
所

市
民
課

◆
公
開
審
査
会

日
時　
４
月
22
日
㈯　
13
時
15
分

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
寄
附
金

と
市
の
財
源
を
合
わ
せ
て
「
市
民
活
動
推
進

基
金
」
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ
の
基
金
を
活

用
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
活
動
に
財
政
的

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
市
民
活
動
推
進
基

金
へ
の
寄
附
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

寄
附
の
方
法

①
窓
口
で
の
寄
附

　
自
治
振
興
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
課

※
寄
附
の
際
は
、「
市
民
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー
」

と
し
て
登
録
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

②
募
金
箱
で
の
寄
附

　
市
内
の
商
店
や
公
共
施
設
な
ど
に
募
金
箱

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

③
不
要
入
れ
歯
リ
サ
イ
ク
ル

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
入
れ
歯
リ
サ
イ
ク
ル
協

会
と
協
力
し
、
不
要
入
れ
歯
の
回
収
を
行
っ

て
い
ま
す
。
入
れ
歯
の
金
属
部
分
を
リ
サ
イ

ク
ル
し
て
得
ら
れ
た
収
益
が
、
市
民
活
動
推

進
基
金
と
日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
に
寄
附
さ
れ

ま
す
。

　
詳
細
は
、
次
の
場
所
で
配
布
す
る
補
助
金

の
手
引
き
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
自
治
振
興
課
、
各
総
合
支
所

市
民
課
、
中
央
・
東
・
西
・
森
下
・
栗
橋
・

鷲
宮
の
各
公
民
館
、
栗
橋
・
鷲
宮
東
・
鷲
宮

西
の
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
久
喜
総

合
・
菖
蒲
・
栗
橋
の
各
文
化
会
館
、
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
久
喜

　

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
、
各
総
合
支
所
１

階
、
中
央
・
東
・
西
・
森
下
・
栗
橋
・
鷲
宮

の
各
公
民
館
、
栗
橋
・
鷲
宮
東
・
鷲
宮
西
の

各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
栗
橋
文
化
会

館
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
久
喜
、
菖
蒲
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
鷲

宮
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

自
治
振
興
課
市
民
活
動
推
進
係

（
内
線
２
６
２
５
）
／
各
総
合
支
所
市
民
課

（
菖
蒲
・
内
線
１
１
１
／
栗
橋
・
内
線
２
１

７
／
鷲
宮
・
内
線
１
３
２
）

※
時
間
等
の
詳
細
は
応
募
団
体
へ
通
知
し
ま

す
。
ま
た
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

場
所　

鷲
宮
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
お
お
と
り
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ビ
ュ
ー
ロ
ー

　
市
で
は
、
市
民
活
動
推
進
基
金
と
福
祉
基
金
を
財
源
と
し
た
市
民
活
動
推
進
補
助
金
事
業

を
募
集
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
市
民
活
動
を
始
め
た
い
、
ま
た
は
新
た
な
事
業
展
開
を
図
り
た

い
と
い
う
団
体
は
、
ぜ
ひ
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
自
治
振
興
課
市
民
活
動
推
進
係
（
内
線
２
６
２
５
）
／
各
総
合
支
所
市
民
課
（
菖

蒲
・
内
線
１
１
１
／
栗
橋
・
内
線
２
１
７
／
鷲
宮
・
内
線
１
３
２
）

補助区分および補助金額

補助区分 初期的補助 発展的補助

対象事業

これから活動を始める、また
は始めたばかりの団体が、そ
の活動を軌道にのせるための
事業

すでに活動を行っている団体
が、これまで行ってきた活動
の拡充を図る事業、または新
たに展開する事業

団体の条件
国または地方公共団体等から
補助を受けたことのない団体

－

補助率 10分の10以内 ４分の３以内

補助限度額 ５万円 10万円

平
成
29
年
度
久
喜
市
市
民
活
動

推
進
補
助
金
事
業
を
募
集
し
ま
す

市
民
活
動
推
進
基
金
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
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東
京
理
科
大
学
経
営
学
部
が
平
成
28
年
４

月
よ
り
久
喜
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
神
楽
坂
キ
ャ

ン
パ
ス
へ
全
面
移
転
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、

土
地
の
約
４
割
と
、
そ
の
土
地
に
立
地
す
る

建
物
が
東
京
理
科
大
学
か
ら
本
市
に
無
償
譲

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
市
で
は
東
京
理
科
大
学
久
喜

キ
ャ
ン
パ
ス
跡
地
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
の
ご
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
な
が
ら
活

用
の
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
こ
の
た
び
、
子
育
て
支
援
な
ら

び
に
教
育
の
充
実
を
主
軸
と
し
て
、
敷
地
お

よ
び
建
物
の
有
効
活
用
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、「
東
京
理
科
大
学
久
喜
キ
ャ
ン
パ
ス
跡
地

の
活
用
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

◆
久
喜
市
子
育
て
教
育
セ
ン
タ
ー

①
久
喜
西
児
童
館
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
子
ど
も
た
ち
に
健
全
な
遊
び
を
提
供
す
る

児
童
館
、
親
子
の
交
流
の
場
を
提
供
す
る
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
新
設
配
置
し
ま
す
。

②
教
育
セ
ン
タ
ー

　
乳
幼
児
期
か
ら
学
齢
期
ま
で
の
子
育
て
相

談
支
援
、教
育
の
研
究
や
研
修
を
行
い
ま
す
。

③
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
芸
術
文
化
鑑
賞
の
機
会
と
団
体
お
よ
び
個

人
の
成
果
を
発
表
す
る
場
を
提
供
し
ま
す
。

④
こ
ど
も
図
書
館
の
新
設
配
置

⑤
教
育
委
員
会
事
務
局
の
移
転

◆
久
喜
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
学
習
や
文
化
芸
術
活
動

の
場
を
提
供
し
ま
す
。

◆
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
市
内
全
小
・
中
学
校
34
校
の
児
童
生
徒
分

の
調
理
機
能
を
有
す
る
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
建
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
活
用
計
画
に
基
づ
き
順
次
整
備
を
進
め
ま

す
。
供
用
開
始
の
目
標
時
期
は
、

教
育
委
員
会
の
移
転　
：
平
成
30
年
１
月

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　
：
平
成
31
年
４
月

子
育
て
教
育
セ
ン
タ
ー
：
平
成
32
年
４
月

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー　
：
平
成
32
年
度

　
な
お
、
活
用
計
画
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

問
合
せ　
調
整
幹
・
理
科
大
担
当
（
内
線
２

１
０
１
）

活
用
計
画
策
定
ま
で
の
経
緯

活
用
計
画（
※
施
設
名
は
全
て
仮
称
）

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

東
京
理
科
大
学
久
喜
キ
ャ
ン
パ
ス

跡
地
の
活
用
計
画
概
要

東
京
理
科
大
学
久
喜
キ
ャ
ン
パ
ス
跡
地
の

活
用
計
画
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
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春
は
、
１
年
の
中
で
も
自
殺
者
が
多
い
季
節
で
す
。
進
学
、
就
職
、
転
勤
な
ど
、
環
境
の

変
化
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
が
影
響
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
尊
い
命
が
失
わ
れ
な
い
た
め
に
も
、
皆
さ
ん
の
身
近
な
問
題
と
し
て
自
分
や
家
族
の
大
切

な
「
い
の
ち
」
を
、
こ
の
機
会
に
も
う
一
度
見
つ
め
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　
健
康
医
療
課
健
康
企
画
係
（
内
線
３
４
２
２
）

〜
地
域
の
〝
つ
な
が
り
〞
が
命
を
守
る
〜

　
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
、
悩
ん
で
い
る
人

に
気
付
き
、
声
を
か
け
、
話
を
聞
い
て
、
必

要
な
支
援
に
つ
な
げ
、
見
守
る
人
の
こ
と
で

す
。
日
常
生
活
の
中
で
、
大
切
な
人
が
「
い

つ
も
と
違
う
な
」
「
大
丈
夫
か
な
」
と
心
配

に
な
っ
た
時
、
あ
な
た
な
ら
そ
の
不
安
を
ど

う
伝
え
ま
す
か
。
大
切
な
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

日
時　
３
月
24
日
㈮   

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

　
身
体
が
不
自
由
な
た
め
投
票
日
に
投
票
所
へ

行
く
こ
と
が
困
難
な
方
で
、
次
の
〈
表
１
〉
に

該
当
す
る
方
は
、
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
の

交
付
を
受
け
る
こ
と
で
、
郵
便
等
に
よ
る
不
在

者
投
票
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
〈
表
１
〉
に
該
当
す
る
方
で
〈
表

２
〉
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
自
ら
投
票
の
記

載
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
は
、
あ
ら
か
じ

め
選
挙
管
理
委
員
会
に
届
け
出
た
有
権
者
の
方

に
、
投
票
に
関
す
る
記
載
を
さ
せ
る
代
理
記
載

制
度
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
希
望
す

る
場
合
は
、
本
人
ま
た
は
代
理
の
方
が
、
身
体

障
害
者
手
帳
等
を
持
参
の
上
、
同
委
員
会
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
複
数
の
障
が
い
が
あ
る
方
の
場
合
、
手
帳
全

体
の
級
別
で
は
な
く
、
該
当
す
る
障
が
い
内

容
の
級
別
に
よ
っ
て
対
象
か
ど
う
か
決
ま
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
内
線

２
２
４
７
）

場
所　
市
役
所
４
階
第
３
〜
６
会
議
室

講
師　
菊き

く

池ち

礼れ
い

子こ

さ
ん
（
臨
床
心
理
士
）

費
用　
無
料

申
込
期
限　
３
月
21
日
㈫

申
込
方
法
・
問
合
せ　
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
、「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座
申
込
」・

氏ふ
り

名が
な

・
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
健
康
医
療

課
健
康
企
画
係
（
内
線
３
４
２
２
／

22
・

３
３
１
９
）
へ

　
全
国
で
の
自
殺
者
数
は
、
平
成
22
年
以
降

減
少
傾
向
に
あ
り
、
警
察
庁
の
自
殺
統
計
に

よ
る
と
、平
成
27
年
は
２
万
４
０
２
５
人
で
、

４
年
連
続
で
３
万
人
を
下
回
り
ま
し
た
。

　
２
万
５
０
０
０
人
を
下
回
っ
た
の
は
、
平

成
９
年
以
来
18
年
ぶ
り
で
す
。
し
か
し
、
依

然
と
し
て
多
く
の
方
が
自
殺
で
亡
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　
自
殺
を
考
え
る
人
は
、
周
囲
に
何
ら
か
の

サ
イ
ン
を
発
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
サ
イ
ン
に
気
付
き
、
声
を
か

け
、
専
門
の
相
談
機
関
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」
は
、
ス
ト
レ
ス
度

や
落
ち
こ
み
度
を
簡
単
に
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る

シ
ス
テ
ム
で
す
。
自
分
自
身
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
だ
け
で
な
く
、
家
族
や
友
人
な
ど
を
周
り

の
人
の
目
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
こ
こ
ろ
の
健
康
度
を
知
る
た
め
に
、
ぜ

ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
こ
ろ
の
体
温
計

　
ス
ト
レ
ス
度
や
落
ち
込
み
度
が
「
こ
こ
ろ

の
体
温
計
」で
簡
単
に
チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
す
。

　
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
携
帯
電

話
等
で
次
の
ア
ド
レ
ス
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ

と
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
（https://

fishbow
lindex.jp/kuki/

）

　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
対
応
の
携
帯
電
話
等
を
お
持

ち
の
方
は
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
ア

ク
セ
ス
す
る
こ
と
も
可
能
で

す
。

　
「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」
で

は
、
自
身
の
ス
ト
レ
ス
・
落

ち
込
み
度
が
分
か
っ
た
り
、
大
切
な
方
の
心

の
状
態
を
確
認
で
き
た
り
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

障がい等の区分 障がい等の種類 障がい等の程度

身体障害者手帳

両下肢、体幹、移動機能 １級・２級

心臓、じん臓、呼吸器、ぼう
こう、直腸、小腸

１級・３級

免疫、肝臓 １～３級

戦傷病者手帳
両下肢、体幹 特別項症～第２項症

心臓、じん臓、呼吸器、ぼう
こう、直腸、小腸、肝臓

特別項症～第３項症

介護保険の被保
険者証

要介護状態区分 要介護５

障がい等の区分 障がい等の種類 障がい等の程度

身体障害者手帳 上肢、視覚 １級

戦傷病者手帳 上肢、視覚 特別項症～第２項症

▲ＱＲコード

＜表１＞

＜表２＞

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座

郵
便
等
投
票
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

自
殺
の
現
状

サ
イ
ン
の
気
付
き

セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間

サ
イ
ン
に
気
付
き
、
声
を
か
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
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市
で
は
、
子
ど
も
医
療
費
ま
た
は
重
度
心

身
障
害
者
医
療
費
支
給
制
度
の
利
用
者
が
、

市
内
の
指
定
医
療
機
関
（
病
院
・
歯
医
者
・

薬
局
・
訪
問
看
護
）
で
受
診
す
る
場
合
、
保

険
診
療
一
部
負
担
金
の
窓
口
払
い
を
廃
止
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
利
用
者
の
利
便
性
の
更
な
る

向
上
を
図
る
た
め
、
４
月
１
日
か
ら
市
内
の

指
定
接
骨
院
お
よ
び
整
骨
院
で
施
術
を
受
け

る
場
合
の
保
険
診
療
一
部
負
担
金
に
つ
い
て

も
窓
口
払
い
を
廃
止
し
ま
す
。

対
象　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

・
子
ど
も
医
療
費
受
給
資
格
証
の
交
付
を
受

け
た
方

・
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
受
給
者
証
の
交

付
を
受
け
た
方

必
要
書
類　
次
の
①
お
よ
び
②
（
接
骨
院
ま

た
は
整
骨
院
で
の
受
け
付
け
時
に
提
示
）

①
健
康
保
険
証

②
子
ど
も
医
療
費
受
給
資
格
証
ま
た
は
重
度

心
身
障
害
者
医
療
費
受
給
者
証

注
意
事
項

・
保
険
適
用
外
の
費
用
は
窓
口
払
い
廃
止
の
対

象
外
で
す
。

・
接
骨
院
ま
た
は
整
骨
院
で
の
保
険
診
療
一

　
部
負
担
金
が
、
１
か
月
に
２
万
１
０
０
０

円
を
超
え
た
と
き
は
、
従
来
ど
お
り
窓
口

で
お
支
払
い
い
た
だ
き
、
そ
の
領
収
証
を

市
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
高
額
療
養
費

等
を
差
し
引
い
た
部
分
を
口
座
に
振
り
込

み
ま
す
。

問
合
せ　
子
ど
も
医
療
費
に
つ
い
て
…
子
育

て
支
援
課
医
療
手
当
係
（
内
線
３
２
８
６
）

／
各
総
合
支
所
福
祉
課
（
菖
蒲
・
内
線
１
４

６
／
栗
橋
・
内
線
２
３
８
／
鷲
宮
・
内
線
１

６
７
）
／
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
に
つ
い

て
…
障
が
い
者
福
祉
課
障
が
い
者
福
祉
係

（
内
線
３
２
４
４
）
／
各
総
合
支
所
福
祉
課

（
菖
蒲
・
内
線
１
０
６
／
栗
橋
・
内
線
２
３

７
／
鷲
宮
・
内
線
１
６
５
）

支
援
内
容　
母
親
の
身
体
的
状
況
に
応
じ
た

家
事
援
助
（
食
事
の
準
備
、
衣
類
の
洗
濯
、

掃
除
、
買
い
物
等
）
、
育
児
支
援
（
授
乳
、
お

む
つ
交
換
、沐も

く

浴よ
く

介
助
、育
児
環
境
の
整
備
、

育
児
相
談
等
）
、
そ
の
他
必
要
な
家
事
全
般

対
象　
出
産
後
退
院
日
か
ら
３
か
月
以
内
で
、

家
族
な
ど
か
ら
家
事
の
手
伝
い
を
受
け
ら
れ

な
い
方

日
時
・
回
数
等　
月
〜
金
曜
日　
９
時
〜
17

時
／
１
日
１
回
２
時
間
以
内
で
、20
回
を
限
度

費
用　
所
得
に
応
じ
て
１
時
間
当
た
り
０
円
〜

９
５
０
円

申
込
み
・
問
合
せ　
子
育
て
支
援
課
子
育
て

支
援
係
（
内
線
３
２
８
３
）

　
お
子
さ
ん
が
病
気
中
や
病
気
の
回
復
期
に

あ
り
、
保
育
所
・
幼
稚
園
・
小
学
校
等
で
集

団
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ず
、
保
護
者
の

方
が
仕
事
を
休
め
な
い
等
の
事
情
に
よ
り
、

一
時
的
に
お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
し
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
で
、
保
育
所
・
幼
稚
園
等

に
通
所
し
て
い
る
生
後
６
か
月
以
上
の
乳
幼

児
ま
た
は
小
学
校
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で

の
児
童
で
、
病
気
の
状
態
（
回
復
期
も
含

む
）
で
医
療
機
関
に
よ
る
入
院
加
療
の
必
要

は
な
い
が
、
安
静
を
要
す
る
状
態
に
あ
り
、

集
団
で
の
保
育
等
が
困
難
な
場
合
。
か
つ
、

保
護
者
が
勤
務
な
ど
の
都
合
で
、
家
庭
で
の

保
育
が
で
き
な
い
場
合
。

場
所　

土
屋
小
児
病
院
内
病
児
保
育
室

「
つ
り
ー
は
う
す
」
（
久
喜
市
久
喜
中
央
３

の
１
の
10
／
☎
22
・
８
０
２
２
）

定
員　
１
日
４
人

期
間　
原
則
連
続
す
る
７
日
以
内

時
間　
月
〜
土
曜
日　
８
時
30
分
〜
17
時
30
分

費
用　
１
日
２
０
０
０
円

※
市
民
税
非
課
税
世
帯
・
生
活
保
護
世
帯
は

無
料

対
象
と
な
る
疾
患　
①
か
ぜ
、
発
熱
、
腹
痛

等
の
日
常
か
か
る
疾
患　
②
水
痘
、
お
た
ふ

く
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
胃
腸
炎
な
ど
の
伝

染
性
疾
患　
③
ぜ
ん
そ
く
等
の
慢
性
疾
患
お

よ
び
骨
折
等
の
外
傷
性
疾
患
等

※
感
染
力
が
強
い
と
思
わ
れ
る
疾
患
等
で
、

医
師
の
判
断
に
よ
り
受
け
入
れ
困
難
な
も

の
を
除
く

利
用
手
順　
①
保
育
課
ま
た
は
各
総
合
支
所

福
祉
課
で
、
３
月
21
日
㈫
以
降
に
事
前
登
録

②
土
屋
小
児
病
院
内
病
児
保
育
室
に
利
用
予

約　
③
か
か
り
つ
け
医
を
受
診
し
、
診
療
情

報
提
供
書
を
作
成　
④
「
病
児
・
病
後
児
保

育
利
用
申
請
書
」
、
「
診
療
情
報
提
供
書
」

等
を
病
児
保
育
室
に
提
出

※
登
録
は
毎
年
度
必
要
で
す
。
ま
た
、
登
録

に
は
母
子
手
帳
が
必
要
で
す
。

※
お
子
さ
ん
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
事
前
に

医
師
の
診
療
も
必
要
で
す
。

問
合
せ　
保
育
課
保
育
係（
内
線
３
３
２
５
）

　
保
護
者
が
病
気
や
出
産
な
ど
で
一
時
的
に

子
ど
も
の
養
育
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
に
、

お
子
さ
ん
を
乳
児
院
等
で
お
預
か
り
し
ま
す
。

場
所　
富
士
見
乳
児
院（
本
町
７
の
２
の
72
）

／
愛
泉
乳
児
園（
加
須
市
土
手
２
の
15
の
57
）

対
象　
３
歳
未
満
の
子
ど
も

利
用
期
間　
原
則
７
日
以
内

費
用　
所
得
に
応
じ
て
１
日
当
た
り
０
円
〜

５
３
５
０
円

そ
の
他　
事
前
の
健
康
診
断
（
検
便
含
む
）

と
、
状
況
に
応
じ
て
予
防
接
種
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
満
床
時
や
感
染
症
流
行
時

な
ど
利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ　
子
育
て
支
援
課
子
育
て

支
援
係
（
内
線
３
２
８
３
）

４
月
１
日
か
ら
、子
ど
も
医
療
費
と
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
の

接
骨
院
・
整
骨
院
で
の
医
療
費
の
窓
口
払
い
を
廃
止
し
ま
す

乳
幼
児
を
お
預
か
り
し
ま
す
〜
子
ど
も
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
〜

出
産
直
後
の
お
母
さ
ん
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
ま
す

病
児
・
病
後
児
保
育
の
利
用
者
登
録
は
毎
年
度
必
要
で
す
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市
で
は
、
難
病
の
受
給
者
証
の

交
付
を
受
け
て
い
る
方
に
、
毎
年

１
万
円
の
見
舞
金
を
支
給
し
て
い

ま
す
。
４
月
か
ら
翌
年
３
月
末
ま

で
の
間
に
、
毎
年
１
回
申
請
を
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

平
成
28
年
度
の
申
請
が
お
済
み
で

な
い
方
は
、
３
月
31
日
ま
で
に
申

請
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
で
、
埼
玉
県
知

事
発
行
の
次
の
受
給
者
証
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方

・
指
定
難
病
医
療
受
給
者
証

・
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証

　
本
人
通
知
制
度
と
は
、
本
人
の

代
理
人
や
第
三
者
か
ら
の
請
求
に

よ
り
、
戸
籍
謄
・
抄
本
や
住
民
票

の
写
し
（
本
籍
の
記
載
あ
り
）
等

を
交
付
し
た
と
き
に
、
登
録
を
し

て
い
る
方
に
そ
の
こ
と
を
お
知
ら

せ
す
る
制
度
で
す
。

　
弁
護
士
や
司
法
書
士
等
の
資
格

を
持
つ
方
は
、
特
定
の
業
務
を
行

う
た
め
に
、
第
三
者
の
住
民
票
の

写
し
等
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
し
か
し
、
探
偵
業
者
等
か

ら
依
頼
を
受
け
た
司
法
書
士
・
行

政
書
士
が
虚
偽
の
申
請
を
行
い
、

第
三
者
の
住
民
票
の
写
し
等
を
不

正
取
得
す
る
事
件
が
あ
り
ま
し

・
指
定
疾
患
医
療
受
給
者
証

・
県
単
独
指
定
難
病
医
療
受
給
者
証

・
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
受
給

者
証

支
給
額　
年
額
１
万
円

持
物　
①
交
付
を
受
け
て
い
る
受

給
者
証
／
②
預
金
通
帳
（
本
人
名

義
の
も
の
）

※
平
成
27
年
度
に
受
給
さ
れ
た
方

は
①
の
み

そ
の
他　
施
設
に
入
所
し
て
い
る

方
は
、
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
ま
た
窓
口
に
持
参
す

た
。
そ
の
た
め
、
取
得
の
事
実
を

事
前
に
登
録
し
た
本
人
に
通
知
す

る
こ
と
に
よ
り
、
住
民
票
の
写
し

等
の
不
正
請
求
や
不
正
取
得
に
よ

る
個
人
の
権
利
侵
害
の
防
止
を
図

る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
本
人
通
知
制
度
が
周
知

さ
れ
る
こ
と
で
、
虚
偽
や
な
り
す

ま
し
に
よ
る
不
必
要
な
身
元
調
査

等
の
未
然
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
制
度
へ
の
登
録
は
無
料
で
す
。

対
象　
本
市
に
住
民
登
録
ま
た
は

本
籍
が
あ
る
方

必
要
書
類

○
本
人
が
申
請
す
る
場
合

・
本
人
通
知
制
度
事
前
登
録
申
込
書

る
こ
と
が
困
難
な
方
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

※
平
成
28
年
度
分
の
支
給
を
受
け

た
方
は
、
再
度
申
請
を
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
平

成
29
年
度
の
見
舞
金
申
請
は
、

４
月
３
日
㈪
か
ら
受
け
付
け
ま

す
。

申
請
先
・
問
合
せ　
障
が
い
者
福

祉
課
障
が
い
者
福
祉
係
（
内
線
３

２
４
４
／

23
・
０
６
９
９
）
／

各
総
合
支
所
福
祉
課
（
菖
蒲
・
内

線
１
４
１
／
栗
橋
・
内
線
２
３
７

／
鷲
宮
・
内
線
１
６
４
）

・
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
、

　
パ
ス
ポ
ー
ト
等
）

○
代
理
人
（
ご
家
族
等
）
が
申
請

す
る
場
合

・
本
人
通
知
制
度
事
前
登
録
申
込
書

・
委
任
状
（
法
定
代
理
人
の
場
合

　
は
権
限
確
認
書
類
）

・
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類

○
郵
送
申
請
す
る
場
合

・
本
人
通
知
制
度
事
前
登
録
申
込
書

・
本
人
確
認
書
類
の
写
し

申
請
先
・
問
合
せ　
市
民
課
（
総

合
窓
口
）
戸
籍
係
（
内
線
２
６
６

１
）
／
各
総
合
支
所
市
民
課
（
菖

蒲
・
内
線
１
２
５
／
栗
橋
・
内
線

２
１
３
／
鷲
宮
・
内
線
１
２
２
）

【
相
談
事
例
】

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
知
り
合
っ
た
友
人
か

ら
食
事
に
誘
わ
れ
た
。
食
事
中
、

「
ネ
ッ
ト
通
販
で
商
品
を
転
売
し

て
利
益
を
得
る
シ
ス
テ
ム
が
あ
っ

て
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
教
え
て
く

れ
る
人
が
い
る
」
と
言
わ
れ
、
突

然
そ
の
場
に
呼
び
出
し
て
紹
介
さ

れ
た
。
「
ノ
ウ
ハ
ウ
を
知
る
に
は

30
万
円
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
契

約
を
し
て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
、

お
金
が
な
い
と
断
る
と
「
消
費
者

金
融
で
借
り
ら
れ
る
。
絶
対
儲
か

る
か
ら
、
す
ぐ
に
返
済
で
き
る
」

と
連
れ
出
さ
れ
、
そ
の
場
で
消
費

者
金
融
か
ら
借
金
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
さ
ら
に
契
約
後
「
友
人
を
紹

介
す
れ
ば
１
人
に
つ
き
10
万
円
も

ら
え
る
」
と
言
わ
れ
た
。
結
局
、

聞
い
て
い
た
よ
う
な
儲
け
も
な
く
、

友
人
も
紹
介
で
き
ず
、
借
金
の
返

済
だ
け
が
残
っ
て
し
ま
っ
た
。

【
ポ
イ
ン
ト
】

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
知
り
合
っ
た
人
や
友

人
か
ら
「
絶
対
儲
か
る
」
と
誘
わ

れ
、
借
金
し
て
契
約
を
結
ん
だ
が

返
済
が
苦
し
い
、
解
約
し
た
い
と

い
う
相
談
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

契
約
の
対
象
は
健
康
食
品
や
布
団
、

投
資
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
Ｕ
Ｓ
Ｂ
・
タ
ブ

レ
ッ
ト
、
ア
フ
ィ
リ
エ
イ
ト
、
ビ

ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
実
に
さ
ま

ざ
ま
で
す
。ま
た
、「
人
を
紹
介
し

た
ら
マ
ー
ジ
ン
が
得
ら
れ
る
」
な

ど
と
し
て
友
人
・
知
人
を
勧
誘
す

る
よ
う
に
仕
向
け
、
被
害
を
広
げ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
勧
誘
を
受

け
た
側
は
、
友
人
・
知
人
か
ら
の

誘
い
と
い
う
こ
と
で
「
人
間
関
係

を
壊
し
た
く
な
い
」
な
ど
の
思
い

か
ら
断
れ
ず
、
被
害
に
あ
う
ケ
ー

ス
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

①
「
絶
対
儲
か
る
」
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

②
安
易
に
借
金
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

③
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
知
人
や
友
人
か
ら

の
勧
誘
と
い
う
こ
と
で
油
断
し

が
ち
で
す
が
、
自
分
が
勧
誘
す

る
こ
と
で
友
人
に
負
債
が
生
じ

る
、
友
人
も
そ
の
ま
た
友
人
に

負
担
を
か
け
る
、
と
い
う
負
の

連
鎖
が
発
生
す
る
危
険
性
を
十

　

分
認
識
し
、
不
審
な
勧
誘
は

　
キ
ッ
パ
リ
断
り
ま
し
ょ
う
。

困
っ
た
と
き
は
次
の
窓
口
へ

県
消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
春
日
部

☎
０
４
８
・
７
３
４
・
０
９
９
９

月
〜
金
曜
日
／
９
時
〜
16
時

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　
21
ペ
ー

ジ
の
無
料
相
談
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
生
活
安
全
課
市
民
生

活
・
青
少
年
係
（
内
線
２
６
３
３
）

くらしの
110番
トラブル情報

友
人
？
知
人
？
か
ら
の
勧
誘
に
注
意

平
成
28
年
度
難
病
患
者
見
舞
金
の
申
請
期
限
は
３
月
31
日
㈮
で
す

本
人
通
知
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
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し
み
ん
農
園
で
は
、
平
成
29
年

度
の
新
規
利
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

利
用
期
間　
４
月
１
日
㈯
〜
平
成

30
年
３
月
31
日
㈯

申
込
期
間　
３
月
10
日
㈮
〜
17
日

㈮　
９
時
〜
17
時

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

※
継
続
利
用
は
原
則
５
年
ま
で
で

す
。
ま
た
、
応
募
の
状
況
に
よ

り
抽
選
（
後
日
文
書
で
通
知
）

を
行
い
ま
す
。

※
空
き
区
画
に
つ
い
て
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ

し
み
ん
農
園
久
喜　
農
業
振
興
課

農
業
振
興
係
（
内
線
２
８
６
３
）

し
み
ん
農
園
菖
蒲　
菖
蒲
総
合
支

所
環
境
経
済
課
（
内
線
２
１
８
）

し
み
ん
農
園
栗
橋　
栗
橋
総
合
支

所
環
境
経
済
課
（
内
線
２
４
６
）

し
み
ん
農
園
鷲
宮　
鷲
宮
総
合
支

所
環
境
経
済
課
（
内
線
２
２
３
）

　
犬
の
飼
い
主
は
、
狂
犬
病
予
防

法
に
よ
り
、
飼
い
犬
に
毎
年
１
回

狂
犬
病
の
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、

市
で
は
次
の
と
お
り
集
合
狂
犬
病

予
防
注
射
を
実
施
し
ま
す
。

　
な
お
、
事
故
防
止
の
た
め
、
会

場
に
お
越
し
の
際
は
、
必
ず
犬
を

確
実
に
扱
う
こ
と
が
で
き
る
方
が

お
越
し
く
だ
さ
い
。
今
回
、
集
合

注
射
会
場
で
予
防
注
射
を
受
け
な

い
場
合
は
、
動
物
病
院
で
接
種
し

て
く
だ
さ
い
。

費
用　
３
３
０
０
円
（
注
射
料
金

２
７
５
０
円
、
注
射
済
票
交
付
手

数
料
５
５
０
円
）

◆
飼
い
犬
の
登
録
に
つ
い
て

　
飼
い
犬
（
生
後
90
日
を
経
過
し

て
い
る
も
の
）
を
市
に
登
録
し
て

い
な
い
方
は
、同
予
防
法
に
よ
り
、

登
録
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

環
境
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
環
境

経
済
課
で
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
集
合
注
射
会
場
で
も
登

録
が
可
能
で
す
。

　
飼
い
犬
が
死
亡
、
譲
渡
等
に
よ

り
既
に
い
な
い
場
合
に
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
会
場
で
新
規
登
録
す
る
場
合
は

　
別
途
、
鑑
札
交
付
手
数
料
３
０

　
０
０
円
が
必
要
で
す
。

　
第
２
回
よ
ろ
こ
び
の
ま
ち
久
喜

マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
コ
ー
ス
沿
道
か

ら
コ
ン
サ
ー
ト
で
応
援
し
ま
す
。

日
時　
３
月
19
日
㈰　
９
時
〜
11

時
30
分

場
所　
久
喜
総
合
文
化
会
館
ふ
れ

あ
い
広
場
、
ノ
ハ
ラ
園
芸
セ
ン

タ
ー
内
特
設
会
場
、
鷲
宮
神
社
駐

車
場
、久
喜
市
東
町
集
会
所
駐
車
場

※
雨
天
の
場
合
、
ノ
ハ
ラ
園
芸
セ

ン
タ
ー
以
外
は
中
止

主
催　
久
喜
市
教
育
委
員
会

問
合
せ　
生
涯
学
習
課
文
化
振
興

係
（
菖
蒲
総
合
支
所
内
／
内
線
３

６
９
）

久喜地区

栗橋地区

菖蒲地区

鷲宮地区

地区 区分 区画面積 年間使用料

し
み
ん
農
園
菖
蒲

市
内
在
住
者

22.5㎡ 7,500円

50㎡ 17,000円

90㎡ 31,000円

市
外
在
住
者

22.5㎡ 9,000円

50㎡ 20,000円

90㎡ 36,000円

地区 区画面積 年間使用料

しみん農園久喜

6㎡ 2,400円

9㎡ 3,600円

10㎡ 4,000円

30㎡ 12,000円

50㎡ 20,000円

しみん農園栗橋

20㎡ 2,400円

30㎡ 3,600円

50㎡ 6,000円

しみん農園鷲宮 30㎡ 12,000円

期　日 時　間 会　　場

４月13日
㈭

10時～11時30分 中央公民館

13時30分～14時30分 JA南彩除堀梨選果場

４月19日
㈬

10時～11時30分 栗原記念会館

13時15分～14時30分 太田集会所

４月20日
㈭

9時30分～10時30分 東公民館

11時15分～12時15分 野久喜集会所

４月27日
㈭

10時～11時30分 市民プール前駐輪場

13時30分～14時30分 西公民館

期　日 時　間 会　　場

４月６日
㈭ 10時～11時 栗橋公民館

４月11日
㈫

9時30分～11時30分
栗橋総合支所

13時30分～14時30分

４月13日
㈭

10時～11時30分 定福院

13時30分～15時 栗橋コミュニティセン
ター（くぷる）

期　日 時　間 会　　場

4月18日
㈫

10時～11時30分 あやめ公園駐車場

13時～14時 JA南彩 小下倉庫前

4月19日
㈬

10時～11時30分 寺田グラウンド

13時～14時30分 JA南彩 栢間支店倉庫前

4月20日
㈭

10時～11時 JA南彩 三箇支店倉庫前

12時30分～13時30分 八幡神社（第５区宮本集会所脇）

14時～15時 菖蒲総合支所庁舎裏
（公用車車庫）

期　日 時　間 会　　場

４月10日
㈪

10時～11時30分 鷲宮保健センター

13時30分～15時 JA埼玉みずほ 葛梅倉庫

４月12日
㈬

10時～11時30分 鷲宮東コミュニティセン
ター（さくら）

13時30分～14時30分 農業センター

４月14日
㈮ 10時～11時30分 鷲宮保健センター

集
合
狂
犬
病
予
防
注
射
を
実
施
し
ま
す

し
み
ん
農
園
の
新
規
利
用
者
募
集

ス
ペ
シ
ャ
ル
街
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト

問
合
せ　
環
境
課
環
境
衛
生
係
（
内
線
２
８
２
７
）
／
各
総
合
支
所
環
境
経
済
課

（
菖
蒲
・
内
線
２
５
０
／
栗
橋
・
内
線
２
４
１
／
鷲
宮
・
内
線
２
２
７
）
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市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
交

通
手
段
を
確
保
す
る
た
め
公
共
交

通
と
し
て
市
内
循
環
バ
ス
と
デ
マ

ン
ド
交
通
（
く
き
ま
る
）
の
運
行

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
お
出
か
け
の
際
に
は
、
こ
れ
ら

の
公
共
交
通
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１

日
現
在
で
原
動
機
付
自
転
車
、
小

型
特
殊
自
動
車
、
軽
自
動
車
、
二

輪
の
小
型
自
動
車
の
車
両
所
有
者

に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
他
人
に
譲
り
渡
し
た
、
ま
た
は

業
者
に
引
き
取
っ
て
も
ら
っ
た
、

住
所
地
、所
有
者
の
氏
名
が
変
わ
っ

た
な
ど
の
場
合
は
、
名
義
や
住
所

の
変
更
、
廃
車
の
手
続
き
が
必
要

で
す
。
４
月
１
日
ま
で
に
手
続
き

を
し
て
い
な
い
と
、
引
き
続
き
所

有
し
て
い
る
も
の
と
し
て
課
税
さ

れ
ま
す
の
で
、
早
め
に
手
続
き
を

済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
車
種
に
よ
っ
て
手
続
き

や
問
い
合
わ
せ
の
窓
口
が
異
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
お
持
ち
の
原
動
機
付
自
転
車
等

　
を
使
用
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、

　
所
有
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
廃

　
車
手
続
き
を
す
る
こ
と
が
で
き

　
ま
せ
ん
。
廃
車
の
手
続
き
を
さ

　
れ
る
場
合
は
、
廃
棄
処
分
す
る

　
か
、
他
の
人
に
譲
り
渡
し
て
く

　
だ
さ
い
。

◆
小
型
特
殊
自
動
車
の
軽
自
動
車

税
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す

　
小
型
特
殊
自
動
車
に
該
当
す
る

フ
ォ
ー
ク
・
リ
フ
ト
や
、
最
高
時

速
35
㎞
未
満
で
乗
用
装
置
の
あ
る

農
耕
ト
ラ
ク
タ
ー
、
コ
ン
バ
イ
ン

な
ど
に
は
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
車
両
の
所
有

者
は
、
軽
自
動
車
税
の
申
告
を
し

て
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
交
付

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
新
た
に
買

い
替
え
た
場
合
は
、
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
を
付
け
替
え
る
の
で
は
な

く
、旧
車
両
の
廃
車
申
告
を
行
い
、

新
た
に
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
交

付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
公
道
を
走
行
し
な
い
（
工
場
や

田
畑
で
し
か
使
用
し
な
い
）
車

両
で
も
課
税
さ
れ
ま
す
。

※
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
る
小

型
特
殊
自
動
車
は
、
固
定
資
産

税
が
課
税
さ
れ
る
償
却
資
産
の

対
象
外
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

原
動
機
付
自
転
車
（
１

２
５
㏄
以
下
）
／
小
型
特
殊
自
動

車
（
農
耕
車
含
む
）
…
市
民
税
課

諸
税
係
（
内
線
２
６
８
７
）
／
各

総
合
支
所
税
務
課
（
菖
蒲
・
内
線

１
３
０
／
栗
橋
・
内
線
２
２
５
／

鷲
宮
・
内
線
１
４
４
）
／
二
輪
の

軽
自
動
車
（
１
２
５
㏄
超
２
５
０

㏄
以
下
）
／
二
輪
の
小
型
自
動
車

（
２
５
０
㏄
超
）
…
春
日
部
自
動

車
検
査
登
録
事
務
所　
☎
０
５
０・

５
５
４
０
・
２
０
２
８
／
四
輪
の

軽
自
動
車
…
軽
自
動
車
検
査
協
会

埼
玉
事
務
所
春
日
部
支
所　
☎
０

５
０
・
３
８
１
６
・
３
１
１
３

問
合
せ　

生
活
安
全
課
交
通
係

（
内
線
２
６
３
５
）

　
近
年
、
防
災
意
識
は
ま
す
ま
す

高
ま
り
、
地
域
で
も
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
災
害
と
い
っ
て
も
、
地
震
や
台

風
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
こ
う

し
た
災
害
時
に
は
、
地
域
の
人
た

ち
と
の
助
け
合
い
や
、
お
互
い
へ

の
思
い
や
り
が
重
要
と
な
っ
て
き

ま
す
。

　
災
害
時
の
支
援
活
動
で
最
も
優

先
さ
れ
る
こ
と
は
、
命
を
守
る
た

め
の
救
助
や
応
急
手
当
を
す
る
こ

と
で
あ
り
、同
時
に
食
料
、健
康
、

衛
生
、
避
難
場
所
の
確
保
や
精
神

的
な
ケ
ア
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
災
害
発
生
時
に
は
そ

の
緊
急
性
か
ら
、
社
会
的
に
弱
い

立
場
に
置
か
れ
た
人
へ
の
支
援
が

遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
災
害

に
見
舞
わ
れ
た
人
た
ち
は
「
被
災

者
」
と
ひ
と
く
く
り
に
さ
れ
が
ち

で
す
が
、
そ
の
中
に
は
女
性
、
子

ど
も
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
外

国
人
、
け
が
や
病
気
の
人
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
が
含
ま
れ
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
災
害
時
に
は
社
会

的
に
弱
い
立
場
の
人
た
ち
の
人
権

を
守
る
た
め
の
配
慮
も
必
要
で
す
。

例
え
ば
、
避
難
所
で
は
着
替
え
や

授
乳
の
た
め
の
女
性
専
用
の
場
所

や
子
ど
も
の
居
場
所
の
確
保
、
施

設
の
表
示
を
わ
か
り
や
す
い
言
葉

や
絵
で
表
す
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

　
災
害
の
状
況
に
よ
っ
て
必
要
と

さ
れ
る
支
援
は
異
な
り
ま
す
。
日

ご
ろ
か
ら
ど
の
よ
う
な
配
慮
が
必

要
と
な
る
の
か
を
考
え
る
と
と
も

に
、
そ
の
生
活
に
心
を
寄
せ
続
け

る
な
ど
人
権
意
識
を
高
め
る
こ
と

も
「
災
害
へ
の
備
え
」
と
い
え
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

問
合
せ　
生
涯
学
習
課
人
権
教
育

係
（
菖
蒲
総
合
支
所
内
／
内
線
３

７
６
）

災
害
時
に
も
人
権
の
視
点
を

項目 市内循環バス
デマンド交通
（くきまる）

運行エリア
久喜地区、わし宮団
地、菖蒲町三箇地域

菖蒲地区、栗橋地区・鷲
宮地区（区域内運行）

路線、目的地 ７路線で運行
自宅のほか、公共施設、
医療機関、金融機関、大
規模店舗等全433か所

運行日
月～土曜日
（日曜、祝日、年末年始（12／29～１／３）は
運休）

運行時間帯
７時台～19時台
（時刻表による）

７時～17時発
（12時発は除く）の間で
運行（1時間ごと）

利用料金
１回100円
（割引制度あり）

１回300円
（割引制度あり）

予約 ＊＊＊
事前に利用者登録の上、
利用したい日の１週間前
から電話予約

公
共
交
通
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

人権それは愛人権それは愛

原
動
機
付
自
転
車
や
軽
自
動
車
等
の
登
録
内
容
変
更
や

廃
車
の
手
続
き
は
早
め
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
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東
京
理
科
大
学
久
喜
キ
ャ
ン
パ

ス
跡
地
の
活
用
を
図
る
た
め
、
市

が
決
定
す
る
地
区
計
画
の
変
更
に

あ
た
り
、
住
民
の
方
お
よ
び
利
害

関
係
者
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を

い
た
だ
く
た
め
、
都
市
計
画
法
第

17
条
に
基
づ
く
都
市
計
画
の
案
の

縦
覧
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　
地
区
計
画
の
案
に
対
し
て
意
見

の
あ
る
方
は
、
次
の
方
法
に
よ
り

意
見
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間   

３
月
８
日
㈬
〜
22
日
㈬

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
８

　
時
30
分
〜
17
時
15
分

縦
覧
場
所　
都
市
計
画
課

※
案
に
つ
い
て
は
、
３
月
８
日
㈬

　
か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

　
覧
に
な
れ
ま
す
。

内
容　
清
久
地
区
地
区
計
画
の
案

提
出
期
限　
３
月
22
日
㈬　
17
時

15
分　
必
着

提
出
方
法
・
問
合
せ　
縦
覧
場
所

に
あ
る
意
見
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
持
参
ま
た
は
郵
送
で
、

都
市
計
画
課
計
画
係（
〒
３
４
６

－

０
０
２
４　
久
喜
市
北
青
柳
１
４

０
４
の
７﹇
第
二
庁
舎
内
﹈／
内
線

４
６
６
３
）
へ

　
久
喜
市
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

で
は
、
登
録
さ
れ
た
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
へ
の
配
信
が
３
回
続
け
て
未

着
エ
ラ
ー
と
な
っ
た
場
合
、
そ
の

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
が
無
効
と
な
り
、

以
降
の
配
信
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
無
効
と
な
っ
た
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
は
、
登
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

か
ら
削
除
し
ま
す
。

　
携
帯
電
話
を
新
し
く
す
る
な
ど

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
変
更
す
る
場

合
に
は
、
変
更
前
の
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
で
登
録
解
除
を
行
っ
た
上
で
、

新
た
に
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
登
録
お
よ
び
登
録
解
除
の
方
法

は
、お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
合
せ　
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

課
広
報
広
聴
係（
内
線
５
９
１
５
）

○
寄
附
の
禁
止

　
政
治
家
、
後
援
団
体
（
い
わ
ゆ

る
後
援
会
）
な
ど
が
、
選
挙
区
内

の
人
や
団
体（
政
党
な
ど
は
除
く
）

に
対
し
、
お
金
や
物
を
贈
る
こ
と

は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
有
権
者
が
政
治
家
に
対

し
、
寄
附
を
求
め
る
こ
と
も
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

罰
則
の
対
象
と
な
る
例

・
入
学
祝
い
、
卒
業
祝
い
、
出
産

祝
い

・
歳
暮
、
中
元
、
年
賀
、
病
気
見

舞
い

・
開
店
祝
い
や
葬
式
の
花
輪
、供
花

・
代
理
人
が
出
席
す
る
場
合
の
葬

　
式
の
香
典
や
結
婚
式
の
結
婚
祝
い

・
会
合
な
ど
に
出
席
す
る
際
、
会

　
費
以
上
に
金
銭
を
支
払
う
こ
と

○
あ
い
さ
つ
状
の
禁
止

　
政
治
家
が
、
選
挙
区
内
の
人
や

団
体
に
時
候
の
あ
い
さ
つ
状
を
出

す
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
答
礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ
る
も

の
は
除
く
）

○
有
料
広
告
の
禁
止

　
政
治
家
や
後
援
団
体
が
、
選
挙

区
内
の
人
や
団
体
に
対
し
、
あ
い

さ
つ
を
目
的
と
す
る
有
料
広
告
を

新
聞
、
雑
誌
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ

な
ど
に
出
す
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
政
治
家
や
後
援
団
体
に

対
し
、
あ
い
さ
つ
を
目
的
と
す
る

有
料
広
告
を
求
め
る
こ
と
も
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

市
選
挙
管
理
委
員
会

（
内
線
２
２
４
７
）

　久喜市青毛堀・稲荷台用水環境保全会では、青毛堀川や
稲荷台用水路の保全活動を実施しています。
　今年も古久喜、野久喜、青毛、青葉、吉羽地区の青毛堀
川の清掃活動を実施しますので、皆さんのご参加、ご協力
をお願いします。
日時　３月12日㈰　８時（雨天中止）
場所　古久喜、野久喜、青毛、青葉、吉羽地区の青毛堀川
主催　久喜市青毛堀・稲荷台用水環境保全会
問合せ　同会　稲葉　☎090－4610－9920

日時　３月24日㈮　①13時～14時30分　②15時30分～16時
30分
場所　①鷲宮保健センター／②栗橋保健センター
内容　全血献血
問合せ　健康医療課地域医療係（内線3424）

久
喜
都
市
計
画
地
区
計
画
の
変
更
の
案
の
縦
覧

寄
附
禁
止
の
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

久
喜
市
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
に

ご
登
録
い
た
だ
い
て
い
る
方
へ

青毛堀川の清掃活動を実施します

愛の献血にご協力を！
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●
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
は
み

ん
な
で
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
！

　
平
成
29
年
４
月
か
ら
始
ま
る
新

し
い
総
合
事
業
は
、
「
よ
り
身
近

に
、
み
ん
な
で
作
る
、
い
つ
も
そ

ば
に
あ
る
介
護
予
防
」
を
目
指
す

も
の
で
す
。

●
新
し
い
総
合
事
業
の
ポ
イ
ン
ト

は
、
次
の
３
つ
で
す
。

①
元
気
高
齢
者
か
ら
要
支
援
者
ま

　
で
幅
広
い
方
が
利
用
で
き
る
サ
ー

　
ビ
ス
が
増
え
、
気
に
入
っ
た
取

り
組
み
を
長
く
続
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

②
体
操
や
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な

　
ど
の
介
護
予
防
の
取
り
組
み
と
、

　
お
年
寄
り
の
生
活
を
支
え
る
配

食
や
家
事
援
助
な
ど
の
生
活
支

援
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
で
、
身
体
機
能
の
維
持
を

こ
れ
ま
で
以
上
に
図
っ
て
い
き

ま
す
。

③
よ
り
生
活
に
身
近
な
場
所
で
の

介
護
予
防
の
取
り
組
み
を
行
う

た
め
、
公
的
サ
ー
ビ
ス
や
民
間

事
業
者
の
取
り
組
み
だ
け
で
な

く
、
市
民
の
方
の
自
主
的
な
健

康
維
持
・
支
え
合
い
の
活
動
も

含
め
て
地
域
資
源
と
捉
え
、
地

域
全
体
で
介
護
予
防
が
図
れ
る

よ
う
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

　
新
し
い
総
合
事
業
の
利
用
方
法

な
ど
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
広
報
く

き
２
月
１
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
こ
れ
か
ら
も
、
楽
し
く
、
元
気

に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
！

　
久
喜
市
に
お
住
ま
い
の
全
て
の

方
が
健
康
で
楽
し
い
暮
ら
し
が
で

き
る
よ
う
に
…
そ
の
願
い
を
こ
め

て
、
８
回
に
わ
た
り
お
送
り
し
た

コ
ラ
ム
「
は
つ
ら
つ
★
ク
ッ
キ
ー

ラ
イ
フ
」。い
か
が
で
し
た
で
し
ょ

う
か
？
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
に

少
し
で
も
お
役
に
立
て
た
ら
幸
い

で
す
！

　
第
１
回
の
コ
ラ
ム
で
も
お
伝
え

し
ま
し
た
が
、
介
護
予
防
は
元
気

な
う
ち
か
ら
取
り
組
み
、
健
康
寿

命
を
少
し
で
も
長
く
す
る
こ
と
が
、

最
後
ま
で
、
健
康
で
い
き
い
き
と

し
た
生
活
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ま
わ
り
の
方
と
一
緒
に

体
を
動
か
し
た
り
、
趣
味
の
活
動

を
す
る
な
ど
、
楽
し
み
な
が
ら
元

気
に
な
る
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ　
介
護
福
祉
課
高
齢
者
福

祉
係
（
内
線
３
２
６
１
）

　
４
月
か
ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
設

立
認
証
等
事
務
が
、
県
か
ら
市
に

移
譲
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
の
設
立
申
請
書
や
事
業
報

告
書
等
の
提
出
先
は
、
市
に
変
わ

り
ま
す
。

　
ま
た
、
申
請
書
の
縦
覧
や
事
業

報
告
書
等
の
閲
覧
も
市
で
行
い
ま

す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
設
立
に
関
す

る
事
前
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

対
象　
市
内
の
み
に
事
務
所
を
置

く
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

問
合
せ　
自
治
振
興
課
市
民
活
動

推
進
係
（
内
線
２
６
２
５
）

　平成24年３月に策定した「久喜市健康増進計画」および「久喜市食育推進
計画」を市民に周知し、計画を推進するため、市内在住在学の３歳以上の幼
児、小中学生を対象に、健康づくりや食育推進を啓発するポスターを募集し
ました。たくさんのご応募ありがとうございました。平成28年12月号から４
回にわたり、各部門の入賞者を紹介しています。第４回は中学生の部です。
問合せ　健康医療課健康企画係（内線3422）
金賞　久喜東中学校　１年　石

いし

関
ぜき

　翔
と

夢
む

　さん
金賞　久喜東中学校　１年　関

せき

口
ぐち

　彩
さ

貴
き

　さん
金賞　菖蒲南中学校　３年　関

せき

口
ぐち

　瑞
みず

希
き

　さん
金賞　栗橋西中学校　２年　金

かね

田
だ

　菜
な な み

愛　さん
金賞　鷲宮中学校　　２年　福

ふく

田
だ

　蒼
そう

瑛
えい

　さん
銀賞　久喜東中学校　１年　関

せき

谷
や

　美
み い ま

真　さん
銀賞　太東中学校　　３年　飯

いい

窪
くぼ

　龍
りゅう

ノ
の

介
すけ

　さん
銀賞　太東中学校　　３年　源

げん

田
だ

　実
み

音
お

　さん
銀賞　太東中学校　　３年　吉

よし

原
はら

　彩
あや

萌
め

　さん
銀賞　栗橋東中学校　２年　柿

かき

沼
ぬま

　美
み

帆
ほ

　さん

介
護
予
防
コ
ラ
ム　

は
つ
ら
つ
★
ク
ッ
キ
ー
ラ
イ
フ

最
終
回　

新
し
い
総
合
事
業
で
元
気
は
つ
ら
つ
！

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
認
証
等
の
手
続
き
が
変
わ
り
ま
す

健康づくり･食育推進啓発ポスターの
入賞者を紹介します（連載第４回）
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年
金
コ
ラ
ム

就
職
、退
職
、結
婚
し
た
と
き
は

年
金
の
届
け
出
が
必
要
で
す

学
生
納
付
特
例
制
度
・

納
付
猶
予
制
度

　
学
生
で
保
険
料
の
納
付
が
困
難

な
方
に
は
、
本
人
の
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
に
、
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学

生
納
付
特
例
制
度
」が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
学
生
で
な
い
50
歳
未
満
の

方
で
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
方
に
は
、
本
人
と
配
偶
者

の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、

保
険
料
全
額
の
納
付
を
猶
予
す
る

こ
と
が
で
き
る「
納
付
猶
予
制
度
」

が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
な
場
合

は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
学
生
納
付
特
例
や
納
付
猶
予
の

適
用
を
受
け
て
い
た
期
間
の
保
険

料
に
つ
い
て
は
、
そ
の
ま
ま
で
は

年
金
額
に
反
映
し
ま
せ
ん
が
、
承

認
を
得
た
年
度
か
ら
数
え
て
10
年

間
は
追
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
将
来
の
年
金
額
を
確
保
す

る
た
め
に
ぜ
ひ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

・
第
１
号
被
保
険
者
で
学
生
納
付

特
例
を
申
請
す
る
場
合
は
学
生

証
が
必
要
で
す
。

・
制
度
の
内
容
や
手
続
き
な
ど
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　

春
日
部
年
金
事
務
所

☎
０
４
８
・
７
３
７
・
７
１
１
２

／
市
民
課
（
総
合
窓
口
）
市
民
係

（
内
線
２
６
６
３
）
／
各
総
合
支

所
市
民
課
（
菖
蒲
・
内
線
１
２
１

／
栗
橋
・
内
線
２
１
５
／
鷲
宮
・

内
線
１
２
６
）

　
20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の

40
年
間
は
、
国
民
年
金
に
加
入
し

ま
す
。
加
入
者
（
被
保
険
者
）
は
、

職
業
な
ど
に
よ
り
次
の
３
種
類
に

分
か
れ
ま
す
。

①
第
１
号
被
保
険
者
（
農
業
、
自

　
営
業
、学
生
、ア
ル
バ
イ
ト
等
）

②
第
２
号
被
保
険
者
（
会
社
員
や

公
務
員
等
）

③
第
３
号
被
保
険
者
（
会
社
員
等

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
）

就
職
、
退
職
、
結
婚
等
に
よ
り

加
入
の
種
別
が
変
わ
る
と
き
は
、

年
金
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。
届

け
出
の
際
は
、
年
金
手
帳
や
証
明

書
等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

こんなとき 手続き
手続きに必要な

もの
届出先

20歳になったとき 国民年金加入手
続き（第２号被
保険者（厚生年
金等）加入中の
方は除く）

年金事務所から送
られている案内書

・第１号被保険者
は市民課（総合窓
口）または各総合
支所市民課
・第３号被保険者
は配偶者の勤務先

会社等に就職した
とき

第２号被保険者
（厚生年金等）
加入の手続き

勤務先で確認して
ください

勤務先

会社等を退職した
とき

国民年金（第１
号被保険者）加
入の手続き

年金手帳、退職日
の分かる証明書
（離職票等）

市民課（総合窓口）
または各総合支所
市民課

配偶者（第２号被
保険者）の扶養に
入ったとき

第３号被保険者
へ種別変更の手
続き

配偶者の勤務先で
確認してください

配偶者の勤務先

配偶者（第２号被
保険者）の扶養か
らはずれたとき

第３号被保険者
から第１号被保
険者へ種別変更
の手続き

年金手帳、扶養喪
失日の分かる証明
書（扶養喪失証明
書等）

市民課（総合窓口）
または各総合支所
市民課

　一般財団法人自治総合センターで
は、宝くじの社会貢献広報事業とし
て宝くじの受託事業収入を財源とし
てコミュニティ助成事業を実施して
います。このたび、野々宮地区自治
会では、宝くじの助成金を受けて、
御輿の修繕を実施しました。

問合せ　菖蒲総合支所市民課（内線
110）

平成28年度
コミュニティ助成事業
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　久喜菖蒲公園をホームグラウンドに、昨年10月に発
足したばかりのクラブです。
　足腰への負担が少なく、長い距離の歩行が無理なく
楽しめる有酸素運動を、一緒に始めてみませんか。必
要なものはポールだけ。体験をご希望の方には、ポー
ルの貸し出しがあります。初心者の方へ日本ノル
ディックウォーキング協会公認インストラクターが丁
寧にレクチャーします。
　興味のある方はぜひ、お問い合わせください。

対象　市内在住のおおむね就学前の子
※集合写真や本人以外が写っているものは不可
申込方法・問合せ　直接または郵送・Ｅメールで、住
所・子どもの氏

ふり

名
がな

・生年月日・コメント（10文字以
内）・保護者の氏名・連絡先を記入したもの（様式は任
意）に写真を添えて、シティプロモーション課広報広聴
係（〒346－8501 所在地記入不要／Ｅメールcity-pro@
city.kuki.lg.jp／内線5918）へ

活動日時　毎月第２・４日曜日　９時～11時
活動場所　久喜菖蒲公園
問 合 せ　野

の

口
ぐち

　☎090－2178－9505

でした。
　今回最大の目玉、今年
の夏に運行予定のＳＬ
「大

たい

樹
じゅ

」の展示・撮影会
は、予約当選者と臨時電
車での来場者のみに特別
に行われていました。

た。七草ばやしの歌
「唐土の鳥が日本の土
地に渡らぬ先に…」が
飛び出したり、わいわ
いがやがやにぎやか
で、楽しそうな時間を
過ごしていました。

担当：川
かわ

羽
ば

田
た

記者●●
　毎年恒例の東武ファンフェスタが、12月４日㈰に東武
鉄道・南栗橋車両管区で開催されました。
　久喜市内には鉄道関連の企業・施設・撮影スポットが
多数あり、盛り上げて久喜市を鉄ちゃんの街へ。
　10時開場前には数千人の列が続き、南栗橋駅からの無
料シャトルバスや徒歩で会場に向かう人で道路も大賑わ
い。
　車両撮影会・工場見学・各種物販・ミニＳＬ試乗等、
夏の提燈祭りの賑わいを思わせるかのような盛り上がり

2016東武ファンフェスタ
担当：蓮

はす

見
み

記者●●
　１月６日㈮、久喜の自然を愛する会で、久喜市内
の野草を集め、七草粥を作り、皆さんで食するとい
う会が行われました。春の七草といえば、せり、な
ずな、ごぎょう、はこべら、ほとけのざ、すずな、
すずしろですが、最近では春の七草セットがスー
パーなどで売っています。
　野草研究家の長

なが

須
す

房
ふさ

次
じ

郎
ろう

さんから七草粥の由来を
聞き、同じく野菜のキクイモ（久喜自然を愛する会
の野草保護地で栽培）、マテバシイ（どんぐりの仲
間）、オニユズなども会員が持ち寄り、調理しまし

七草粥を食べる会

★ 保健福祉のために
　Ｐ

ピー

２
ツー

さん 金50,000円
　㈱Ａ

ア デ カ

ＤＥＫＡ労働組合久喜分会さん 金70,000円
　影

かげ

近
ちか

正
まさ

雄
お

さん 金100,000円
　㈱向

むこう

山
やま

工場さん 金1,000,000円
★久喜市のために
　川口信用金庫さん 「招福獅子人形」
★（仮称）本多静六記念   市民の森・緑の公園のために
　内

うち

田
だ

義
とも

一
かず

さん 金300,000円

久喜ノルディックウォーキングクラブ
とっても可

か

愛
わい

いわが子の笑顔を
広報くきに載せてみませんか

くき市民特派員レポートくき市民特派員レポート

愛愛のの泉泉
～善意をありがとうございます～

わがやのアイドル
募集中
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　１月27日㈮、市は（一社）久喜市医師会、久喜市歯科医
師会、久喜白岡薬剤師会の各会と「災害時の医療救護に関
する協定」を締結しました。
　災害が発生した場合の対応として、まず、最も重要なこ
とは人命救助であり、関係機関が協力・連携して円滑な医
療救護活動が実施できるよう、災害時の救護体制の整備を
進めていくものです。

　１月13日㈮、鷲宮小学校で平成28年度ふれあいサッカー
教室（主催：（一社）埼玉県障害者スポーツ協会）が行わ
れました。
　大宮アルディージャのＵ－12コーチである西

にし

村
むら

陽
はる

毅
き

さん
と四

し

分
ぶ

一
いち

龍
りゅう

之
の

介
すけ

さんが、同校の２年生の児童にドリブル・
シュートなどを指導し、最後にはコーチ対児童のゲームで
児童が勝利し、子どもたちは大盛り上がりで楽しんでいま
した。

　１月15日㈰、菖蒲文化会館（アミーゴ）で久喜市在宅医
療・介護連携フォーラムが行われました。
　地域包括ケアシステムを題材とした講演や、医療と介護
をテーマとしたシンポジウムが行われ、それぞれの取り組
みを紹介していました。来場者は現在の課題とこれからの
取り組みについて学び、真剣な眼差しで参加していました。

　１月27日㈮、栗橋南小学校で「ものづくりの魅力」発信
授業（主催：埼玉県職業能力開発協会）が行われました。
今回は、左官と建築板金、菓子製造が行われ、それぞれも
のづくりマイスターが直接出向き、児童たちにものづくり
の楽しさや魅力を教えていました。
　菓子製造では、ウエディングケーキ作りとマジパン細工
が行われ、生クリームで素敵なデコレーションをしていま
した。児童たちは思い思いの作品を作り、完成品を嬉しそ
うに眺めていました。

　１月28日㈯、栗橋文化会館（イリス）で、第18回人権
フェスタＩＮくりはしが行われました。
　小・中学生による人権作文の発表や市内の保育園・幼稚
園の園児、小・中学校の児童・生徒による太鼓演奏や合唱
等の発表が行われ、来場者から大きな拍手が送られていま
した。

▲おおしか保育園の太鼓演奏

▲開会行事

▲ 左から久喜市歯科医師会金
かね

子
こ

会長、久喜市医師会浅
あさ

川
かわ

会長、久
喜白岡薬剤師会池

いけ

上
がみ

会長

▲菓子製造でウエディングケーキを作る様子

災害時の医療救護に関する協定調印式災害時の医療救護に関する協定調印式

平成28年度ふれあいサッカー教室平成28年度ふれあいサッカー教室

久喜市在宅医療・介護連携フォーラム久喜市在宅医療・介護連携フォーラム

ものづくりの魅力発信授業ものづくりの魅力発信授業

第18回人権フェスタＩＮくりはし第18回人権フェスタＩＮくりはし
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よ
び
自
動
音
声
案
内
（
☎
０
２
８

２
・
62
・
０
９
１
５
）
で
も
確
認

で
き
ま
す
。

問
合
せ　
（
一
財
）
渡
良
瀬
遊
水

地
ア
ク
リ
メ
ー
シ
ョ
ン
振
興
財
団

☎
０
２
８
２
・
62
・
１
１
６
１

現
在
、
専
門
の
大
学
を
卒
業
（
見

込
み
含
む
）
で
20
歳
以
上
28
歳
未

満
の
方

試
験
日　
一
次　
５
月
12
日
㈮
／

二
次
試
験
あ
り

受
付
期
限　
５
月
５
日
㈷　
必
着

◆
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
・
技

　

能
）

応
募
資
格　
一
般　
平
成
30
年
４

月
１
日
現
在
、
18
歳
以
上
34
歳
未

満
の
方
／
技
能　
平
成
30
年
４
月

１
日
現
在
、
18
歳
以
上
で
国
家
免

許
資
格
等
を
お
持
ち
の
方
（
資
格

に
よ
り
53
歳
〜
55
歳
未
満
の
方
、

国
家
免
許
資
格
等
に
つ
い
て
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

試
験
日　
４
月
14
日
㈮
〜
18
日
㈫

の
指
定
さ
れ
た
１
日

受
付
期
限　
４
月
７
日
㈮　
必
着

◆
自
衛
官
候
補
生
（
任
期
制
）

応
募
資
格　
日
本
国
籍
を
有
し
、

平
成
30
年
４
月
１
日
現
在
、
18
歳

以
上
27
歳
未
満
の
男
性
の
方

試
験
日　
受
け
付
け
時
に
お
知
ら
せ

受
付
期
間　
年
間
を
通
じ
て
受
付
中

問
合
せ　
自
衛
隊
さ
い
た
ま
地
域

事
務
所　
☎
０
４
８
・
６
５
１
・

２
４
２
０

申
込
み
・
問
合
せ　
同
セ
ン
タ
ー

栗
橋　
☎
55
・
１
１
４
８

　
風
向
き
や
上
昇
気
流
に
よ
り
灰

や
煙
が
広
範
囲
に
わ
た
り
飛
散
し
、

洗
濯
物
へ
の
付
着
、
庭
や
屋
根
へ

の
降
灰
等
、
大
変
ご
迷
惑
を
か
け

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
遊
水
地

の
必
要
性
、
ヨ
シ
焼
き
の
趣
旨
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
当
日
は
ゴ
ル
フ
場
を
除

く
遊
水
地
全
域（
上
空
も
含
む
）が

関
係
者
以
外
立
ち
入
り
禁
止
と
な

り
ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

日
時　
３
月
18
日
㈯　
８
時
30
分

※
予
備
日
３
月
19
日
㈰
・
25
㈯

場
所　
渡
良
瀬
遊
水
地
全
域

主
催　
渡
良
瀬
遊
水
地
ヨ
シ
焼
き

連
絡
会

そ
の
他　
ヨ
シ
焼
き
の
実
施
状
況

の
情
報
に
つ
い
て
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

atarase.or.jp

）
お

◆
幹
部
候
補
生
（
一
般
）

応
募
資
格　
日
本
国
籍
を
有
し
、

平
成
30
年
４
月
１
日
現
在
、
22
歳

以
上
26
歳
未
満
の
方
（
20
歳
以
上

22
歳
未
満
の
方
は
大
学
卒
業
（
見

込
み
含
む
）
の
方
、
大
学
院
修
士

課
程
修
了
者
等
（
見
込
み
含
む
）

は
28
歳
未
満
の
方
）

試
験
日　
一
次　
５
月
13
日
㈯
・

14
日
㈰
／
二
次
試
験
あ
り
（
パ
イ

ロ
ッ
ト
希
望
者
は
三
次
試
験
あ
り
）

※
14
日
㈰
は
パ
イ
ロ
ッ
ト
希
望
者

の
み

受
付
期
限　
５
月
５
日
㈷　
必
着

◆
幹
部
候
補
生
（
歯
科
）

応
募
資
格　
平
成
30
年
４
月
１
日

現
在
、
専
門
の
大
学
を
卒
業
（
見

込
み
含
む
）
で
20
歳
以
上
30
歳
未

満
の
方

試
験
日　
一
次　
５
月
12
日
㈮
／

二
次
試
験
あ
り

受
付
期
限　
５
月
５
日
㈷　
必
着

◆
幹
部
候
補
生
（
薬
剤
科
）

応
募
資
格　
平
成
30
年
４
月
１
日

日
時   

３
月
20
日
㈷   

10
時
〜
13
時

場
所　
吉
羽
公
園
（
雨
天
時
は
太

田
集
会
所
に
て
午
前
の
み
）

内
容　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
と
ゲ
ー

ム
や
工
作
等
を
体
験

問
合
せ　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
久
喜

１
・
13
団　
高た

か

木ぎ　
☎
22
・
８
０

０
０

◆
入
会
説
明
会

日
時   

３
月
28
日
㈫   

10
時
〜
12
時

場
所　
栗
橋
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
（
く
ぷ
る
）
多
目
的
室

申
込
期
限　
開
催
日
の
９
時

日
程　
３
月
11
日
・
18
日
・
25
日

各
土
曜
日   

キ
ッ
ズ
ク
ラ
ス
14
時
〜

15
時
／
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ス
15
時
10

分
〜
16
時
10
分

場
所　
し
ょ
う
ぶ
会
館
２
階
生
活

改
善
室

対
象　
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ス
３
歳
〜
小

学
新
１
年
生
／
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ス

小
学
新
２
年
生
〜
小
学
新
６
年
生

申
込
期
限　
開
催
日
の
前
日

申
込
方
法
・
問
合
せ　
電
話
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
ミ
ハ
ニ
ー
ズ

酒さ
か

井い

（
☎
０
８
０
・
３
７
０
９
・

３
８
２
０
／
Ｅ
メ
ー
ルdan

ce-
m

ihoney-m
382

@
y-m

obile.
ne.jp

）
へ

久
喜
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
会
員

キ
ッ
ズ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
ダ
ン
ス

無
料
体
験
会

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

１
日
体
験

渡
良
瀬
遊
水
地
ヨ
シ
焼
き

自
衛
官

費用の記載がない催し・講座、公共施設の催しは、全て無料です。
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お知らせお知らせ
久喜市役所 ☎22ー1111

菖蒲総合支所 ☎85ー1111

栗橋総合支所 ☎53ー1111

鷲宮総合支所 ☎58ー1111



持
物　
靴（
あ
れ
ば
テ
ニ
ス
シ
ュ
ー

ズ
）
、
飲
み
物

※
ラ
ケ
ッ
ト
、
ボ
ー
ル
等
は
用
意

し
ま
す
。

④
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
体
験
教
室

日
時　
４
月
１
日
㈯　
受
け
付
け

13
時
30
分
／
14
時（
２
時
間
程
度
）

※
予
備
日
は
４
月
８
日
㈯
で
雨
天

の
場
合
は
受
け
付
け
の
み

場
所　
県
立
久
喜
高
等
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド

講
師　
公
認
陸
上
指
導
員

対
象　
小
学
３
年
生
〜
中
学
生（
学

校
に
陸
上
競
技
部
が
無
い
中
学
生
）

定
員　
20
人
（
申
込
順
）

持
物　
飲
み
物
、
帽
子

【
①
〜
④
共
通
】

申
込
期
間　
３
月
11
日
㈯
〜
各
開

催
日
の
前
日

申
込
方
法
・
問
合
せ　
電
話
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
住
所
・
氏ふ

り

名が
な

・

学
年
・
連
絡
先
を
明
記
の
上
、
同

会　
松ま

つ

本も
と

（
☎
０
９
０
・
６
５
１

６
・
７
３
５
３
…
火
〜
金
曜
日
の

10
時
〜
16
時
／
Ｅ
メ
ー
ルtrbss

943@
ybb.ne.jp

）
へ

①
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
体
験

教
室

日
時　
３
月
24
日
㈮　
受
け
付
け

17
時
／
17
時
30
分（
１
時
間
程
度
）

日
時　
３
月
21
日
㈫　
受
け
付
け

18
時
30
分
／
19
時
〜
21
時

場
所   

中
央
公
民
館
１
階
大
集
会
室

定
員　
50
人（
当
日
会
場
先
着
順
）

費
用　
５
０
０
円

問
合
せ　
久
喜
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
ダ
ン
ス
研
究
会   

鈴す
ず

木き  

☎
21・

２
１
８
６

日
時  

４
月
23
日
㈰  

９
時
30
分
〜

16
時

場
所　
毎
日
興
業
ア
リ
ー
ナ
久
喜

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
（
第
２
体
育
館
）

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
者

定
員　
30
人
（
申
込
順
）

費
用　
１
０
０
円
（
飲
み
物
、
保

険
料
を
含
む
）

※
当
日
徴
収
し
ま
す
。

持
物　
上
履
き（
靴
底
の
薄
い
も
の
）

申
込
期
間　
３
月
10
日
㈮
〜
４
月

14
日
㈮

申
込
方
法
・
問
合
せ　
は
が
き
に
、

住
所
・
氏ふ

り

名が
な

・
年
齢
・
電
話
番
号

を
明
記
の
上
、
久
喜
市
武
術
太
極

拳
連
盟　
持も

ち

田だ

（
〒
３
４
６

－

０

０
１
４　
久
喜
市
吉
羽
１
の
１
の

13
／
☎
21
・
３
０
６
８
）
へ

場
所　
毎
日
興
業
ア
リ
ー
ナ
久
喜

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ（
第
１
体
育
館
）

２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

講
師　
三み

浦う
ら

祐ゆ

佳か

さ
ん
（
ク
ロ
イ

ツ
ダ
ン
ス
ア
ー
ト
代
表
）

対
象　
小
学
３
年
生
〜
中
学
生

定
員　
10
人
（
申
込
順
）

持
物　
飲
み
物
、
上
履
き

②
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
体
験
教
室

日
時　
３
月
29
日
㈬　
受
け
付
け

14
時
30
分
／
15
時
（
１
時
間
〜
１

時
間
30
分
程
度
）

※
予
備
日
は
４
月
５
日
㈬　
受
け

付
け
15
時
30
分
／
16
時
で
雨
天

の
場
合
は
受
け
付
け
の
み

場
所　
青
葉
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

講
師　
Ｊ
Ｆ
Ａ
公
認
指
導
ラ
イ
セ

ン
ス
所
持
者

対
象　
Ｕ
８
コ
ー
ス　
幼
稚
園
年

長
〜
小
学
２
年
生
／
Ｕ
10
コ
ー
ス

小
学
３
・
４
年
生
／
Ｕ
12
コ
ー
ス

小
学
５
・
６
年
生

定
員　
各
コ
ー
ス
10
人（
申
込
順
）

持
物　
飲
み
物
、
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー

ル
４
号
球

③
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
体
験
会

日
時　
３
月
30
日
㈭　
受
け
付
け

16
時
30
分
／
17
時（
１
時
間
程
度
）

※
予
備
日
は
４
月
６
日
㈭
で
雨
天

の
場
合
は
受
け
付
け
の
み

場
所　
久
喜
青
葉
公
園
テ
ニ
ス
場

講
師　
庄し

ょ
う

司じ

充み
つ

子こ

さ
ん
（
日
本
体

育
協
会
公
認
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
指
導

員
）
ほ
か

対
象　
小
学
３
〜
６
年
生

定
員　
20
人
（
申
込
順
）

◆
作
品
募
集

応
募
資
格　
15
歳
以
上
の
県
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
者（
中
学
生
除
く
）

部
門　
日
本
画
（
水
墨
画
含
む
）・

洋
画
（
版
画
含
む
）
・
彫
刻
・
工

芸
・
書
（
篆て

ん

刻こ
く

・
刻
字
含
む
）
・

写
真
の
６
部
門

点
数　
各
部
門
３
点
ま
で

出
品
料   

１
点
に
つ
き
３
０
０
０
円

搬
入
期
間   

個
人   

５
月
12
日
㈮
〜

14
日
㈰
／
業
者　
５
月
11
日
㈭
・

13
日
㈯
・
14
日
㈰　
各
10
時
〜
16

時
30
分

※
業
者
搬
入
日
の
う
ち
、
11
日
は

日
本
画
、
洋
画
、
書
の
み
の
受

け
付
け
で
、
13
時
〜
16
時
30
分

開
催
要
領
・
申
込
書　
県
展
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.pref.
saitam

a.lg.jp/f2216/geibun
sai/kenten.htm

l

）
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
ま
た
は
、
生
涯
学
習
課
、

教
育
委
員
会
各
分
室
、各
公
民
館
、

各
図
書
館
等
、各
文
化
会
館
で
配
布

応
募
方
法　
開
催
要
領
を
確
認
の

上
、
搬
入
期
間
に
直
接
、
近
代
美

術
館
へ
（
事
前
申
込
み
不
要
）

◆
展
覧
会

日
程　
５
月
30
日
㈫
〜
６
月
21
日
㈬

10
時
〜
17
時
30
分（
月
曜
日
休
館
）

場
所　
県
立
近
代
美
術
館

問
合
せ　
県
生
涯
学
習
文
化
財
課

☎
０
４
８
・
８
３
０
・
６
９
２
１

／

０
４
８・
８
３
０・
４
９
６
５

日
時　
３
月
29
日
㈬　
13
時
30
分

場
所　

久
喜
総
合
文
化
会
館
小

ホ
ー
ル

定
員　
３
０
０
人
（
当
日
会
場
先

着
順
）

主
催　
久
喜
市
民
踊
連
盟

問
合
せ   

同
連
盟   

天あ
ま

笠が
さ   
☎
21・

１
７
０
８

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ス
ポ
ー
ツ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
久
喜
東

第
28
回
民
踊
発
表
大
会

第
67
回
埼
玉
県
美
術
展
覧
会

市
民
太
極
拳
の
集
い

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
講
習
会
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物
語
を
中
心
と
し
た
お
は
な
し
会

対
象　
小
学
１
〜
３
年
生
（
親
子

で
の
参
加
も
可
）

定
員　
30
人（
当
日
会
場
先
着
順
）

◆
春
休
み
子
ど
も
映
画
会

日
時　
３
月
25
日
㈯　
14
時
30
分

場
所　
２
階
視
聴
覚
室

内
容　
「
お
ま
え
う
ま
そ
う
だ
な
」

（
２
０
１
０
年　
日
本　
ア
ニ
メ

作
品
）
89
分

定
員　
50
人（
当
日
会
場
先
着
順
）

◆
春
休
み
子
ど
も
映
画
会

日
時　
３
月
26
日
㈰　
10
時
30
分

場
所　
菖
蒲
文
化
会
館
多
目
的
室

内
容　
「
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
」
77
分

定
員　
40
人（
当
日
会
場
先
着
順
）

日
時　
３
月
24
日
㈮  

10
時
〜
15
時

内
容　
利
用
者
の
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会

※
各
催
し
は
、
60
歳
以
上
の
方
が

参
加
で
き
ま
す
。

◆
お
は
な
し
会
（
幼
児
・
小
学
生
）

日
時　
３
月
25
日
㈯  

10
時
30
分
〜

11
時

場
所　
児
童
コ
ー
ナ
ー

内
容　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

◆
子
ど
も
映
画
会（
幼
児
・
小
学
生
）

日
時　
３
月
25
日
㈯  

11
時
10
分
〜

11
時
50
分

場
所　
児
童
コ
ー
ナ
ー

内
容　
「
ド
ナ
ル
ド
ダ
ッ
ク
の
朝

ご
は
ん
」
（
7
分
）
ほ
か

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
企
画
運
営
す

る
公
民
館
の
講
座
で
す
。

◆
子
ど
も
の
戦
争

日
時　
３
月
25
日
㈯　
開
場
13
時

／
13
時
30
分
（
90
分
）

内
容　
『
語
り
劇
』
風
船
爆
弾

対
象　
小
学
生
以
上
の
方

費
用　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

※
小
・
中
学
生
は
無
料

定
員　
60
人
（
申
込
順
）

申
込
開
始　
３
月
10
日
㈮

主
催　
語
り
部
集
団
ユ
ニ
ッ
ト
・

カ
タ
リ
カ
タ
リ

申
込
み
・
問
合
せ　
佐さ

さ々

木き　
☎

０
９
０
・
７
２
０
６
・
４
２
２
５

日
時　
４
月
１
日
㈯  

10
時
〜
16
時

場
所　
さ
い
た
ま
浦
和
会
場
…
さ

い
た
ま
市
浦
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
第
６
集
会
室
／
川
越
会
場

…
東
上
パ
ー
ル
ビ
ル
ヂ
ン
グ
地
下

１
階
第
１
ホ
ー
ル

主
催
・
問
合
せ　
（
公
社
）
埼
玉

県
不
動
産
鑑
定
士
協
会　
☎
０
４

８
・
８
３
８
・
０
４
８
３

◆
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

体
験
講
座

日
時　
３
月
25
日
㈯  

９
時
30
分
〜

12
時

場
所　
鷲
宮
公
民
館
大
ホ
ー
ル

講
師　
天あ

ま

川か
わ

和か
ず

美み

さ
ん

対
象　
市
内
在
住
者

定
員　
20
人
（
申
込
順
）

持
物　
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
運
動

靴
（
室
内
・
屋
外
用
）

※
ポ
ー
ル
の
貸
し
出
し
あ
り

申
込
開
始　
３
月
10
日
㈮

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、
平
成

27
年
度
の
同
講
座
に
参
加
し
て

い
な
い
方
を
優
先
し
ま
す
。

申
込
方
法　
直
接
ま
た
は
電
話
で
、

鷲
宮
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

◆
健
康
相
談

日
時　
３
月
15
日
㈬  

13
時
30
分
〜

15
時

内
容　
保
健
師
に
よ
る
血
圧
測
定・

尿
検
査
、
健
康
相
談

◆
健
康
体
操

日
時　
３
月
21
日
㈫  
13
時
〜
14
時

内
容　
「
サ
プ
ナ
21
健
康
体
操
久

喜
」
に
よ
る
健
康
体
操

◆
パ
ド
ル
健
康
体
操

日
時　
３
月
22
日
㈬  

10
時
〜
11
時

内
容　
パ
ド
ル
と
い
う
道
具
を
使
っ

た
健
康
体
操

講
師　
小こ

林ば
や
し

靖や
す

子こ

さ
ん

◆
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会

◆
名
作
映
画
会

日
時　
３
月
18
日
㈯　
13
時

場
所　
２
階
視
聴
覚
室

内
容　
「
イ
ン
ト
レ
ラ
ン
ス
」（
１

９
１
６
年
ア
メ
リ
カ
作
品
リ
リ
ア

ン
・
ギ
ッ
シ
ュ
ほ
か
）
１
６
２
分

定
員　
50
人（
当
日
会
場
先
着
順
）

◆
小
学
生
向
け
お
は
な
し
会

－

と

も
だ
ち
い
っ
ぱ
い
！

－

日
時　
３
月
25
日
㈯　
14
時

場
所　
２
階
会
議
室

内
容　
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
絵
本
や

◆
開
館
時
間
の
延
長

　
児
童
セ
ン
タ
ー
と
鷲
宮
児
童
館

は
、
４
月
１
日
㈯
〜
９
月
30
日
㈯

ま
で
の
間
、
次
の
と
お
り
開
館
時

間
を
延
長
し
ま
す
。

開
館
時
間　
９
時
〜
18
時

問
合
せ　
児
童
セ
ン
タ
ー  

☎
21・

８
１
８
１
／
鷲
宮
児
童
館  

☎
58・

７
０
５
４

日
程　
４
月
30
日
、
５
月
７
日
・

14
日
・
21
日
・
28
日
、
６
月
４
日・

25
日
、
７
月
２
日　

各
日
曜
日

全
８
回　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

※
初
回
は
13
時
受
け
付
け
開
始

場
所　

総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

対
象　
中
学
生
以
上

定
員　
50
人（
超
え
た
場
合
抽
選
）

費
用　
３
０
０
０
円
（
保
険
料
・

ボ
ー
ル
代
）

申
込
期
限　
４
月
22
日
㈯　
必
着

申
込
方
法
・
問
合
せ　
往
復
は
が

き
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
、
住
所
・

氏ふ
り

名が
な

・
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、

久
喜
市
テ
ニ
ス
協
会　
大お

お

石い
し

（
〒

３
４
６

－

０
０
１
４　
久
喜
市
吉

羽
３
の
19
の
61
／
☎
０
９
０
・
２

４
０
６
・
１
２
８
１
／
Ｅ
メ
ー
ル

m
asa23-ooishi

＠jcom
.zaq.ne.

jp

）
へ

〜
国
民
病
で
あ
る
Ｂ
型
肝
炎　

ど

ん
な
病
気
？
ど
の
よ
う
に
治
療

す
る
の
？
〜

日
時　
４
月
２
日
㈰　
交
流
会
10

時
〜
12
時
／
講
演
会
13
時
30
分
〜

16
時
30
分

場
所　
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ

ル
棟
４
階
市
民
ホ
ー
ル

講
師　
持も

ち

田だ

智さ
と
しさ
ん
（
埼
玉
医
科

大
学
病
院
消
化
器
内
科
・
肝
臓
内

科
教
授
）

申
込
み
・
問
合
せ　
全
国
Ｂ
型
肝

炎
訴
訟
埼
玉
原
告
団
・
弁
護
団

☎
０
４
８
・
８
６
２
・
０
３
７
７

／

０
４
８・
８
６
６・０
４
２
５

不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る

不
動
産
の
無
料
相
談
会

公
民
館

－

森
下
公
民
館

－☎
85
・
７
８
１
１

－

公
民
館
市
民
企
画
事
業

－

市
立
図
書
館

－
中
央
図
書
館

－☎
21
・
０
１
１
４

い
き
い
き
温
泉
久
喜

☎
22
・
７
９
３
３

医
療
講
演
会

初
心
者
テ
ニ
ス
教
室

児
童
セ
ン
タ
ー
・

鷲
宮
児
童
館

－

菖
蒲
図
書
館

－☎
87
・
１
３
８
８

保
健
セ
ン
タ
ー

－

鷲
宮
保
健
セ
ン
タ
ー

－

☎
58
・
８
５
２
１
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内　　　容 日時・日程 場　　　所 申込み・問合せ

人権相談・女性相談

３月10日㈮
13時15分～16時15分

久喜総合文化会館
会議室

人権推進課人権推進係
（内線2321）

３月15日㈬
13時～15時

農業者トレーニングセンター
後継者対策室・和室

菖蒲総合支所総務管理課
☎85－1111（内線231）

３月16日㈭
13時30分～15時30分

栗橋文化会館（イリス）
会議室

栗橋総合支所総務管理課
☎53－1111（内線322）

３月27日㈪
９時30分～11時30分

鷲宮総合支所４階
405会議室

鷲宮総合支所総務管理課
☎58－1111（内線318）

女性の悩み
（カウンセリング）相談
【要予約】

３月17日㈮
13時～17時 市役所４階

相談室３
人権推進課男女共同参画係
（内線2322）４月７日㈮

13時～17時

法律相談
【要予約】１か月前から
（１か月前が土・日曜日、
祝日にあたる場合は翌日の
平日から）

４月20日㈭
13時30分～16時30分

市役所１階
相談室１・２

生活安全課
市民生活・青少年係
（内線2633）

栗橋総合支所２階
第３会議室

５月１日㈪
13時30分～16時30分

菖蒲総合支所４階
第３集会室

５月９日㈫
13時30分～16時30分

市役所４階
第６会議室

５月10日㈬
13時30分～16時30分

鷲宮総合支所４階
406会議室

行政相談
（国などの行政サービスへ
の意見・要望に関すること）

３月21日㈫
9時30分～12時

栗橋総合支所２階
第１・２会議室

生活安全課
市民生活・青少年係
（内線2633）

鷲宮総合支所４階
408会議室

３月21日㈫
13時30分～16時

市役所４階
第３会議室

菖蒲総合支所４階
第２集会室

消費生活相談
毎週月～金曜日（祝日を除く）
10時～12時／13時～16時

市役所３階
消費生活センター

※来室の際は、必ずお問い合わせ
ください。　　　　　　　　

消費生活センター☎22－3925
※相談時間外のお問い合わせ先
は、生活安全課市民生活・青
少年係（内線2633）

特設消費生活相談
３月27日㈪

10時～12時／13時～16時
菖蒲総合支所４階
第２集会室

年金相談
【要予約】

３月15日㈬
９時～12時／13時～15時

鷲宮総合支所４階
控室

鷲宮総合支所市民課
☎58－1111（内線126）

生活困窮者自立支援相談
毎週月～金曜日（祝日を除く）

８時30分～17時15分

久喜市社会福祉協議会
（ふれあいセンター久喜内）
※緊急の場合を除き、来所の際は
お問い合わせください。　　

久喜市社会福祉協議会
☎23－2526

住宅耐震相談
（木造２階建て以下に限る）

毎週月～金曜日（祝日を除く）
９時～12時／13時～17時

市役所第二庁舎１階
建築審査課

建築審査課企画指導係
☎22－1111（内線4695）

内職相談（あっせん）
毎週火・金曜日（祝日を除く）
10時～12時／13時～16時

市役所１階
相談室１・２

商工観光課商工労働係
（内線2881）

家庭児童相談
毎週月～金曜日（祝日を除く）

９時～16時
市役所１階子育て支援課

※電話相談可
子育て支援課子育て支援係
（内線3288）

子育て相談
毎週月～金曜日（祝日を除く）

９時～16時30分
地域子育て支援センター
ぽかぽか／くぷる／すまいる

※電話相談可

地域子育て支援センター
ぽかぽか　☎21－8596
くぷる　　☎55－1147
すまいる　☎59－7510

児童相談
毎週月～金曜日（祝日・休館日を除く）

９時～16時
児童センター／鷲宮児童館

※電話相談可
児童センター　☎21－8181
鷲宮児童館　　☎58－7054

育児相談
毎週月～金曜日（祝日を除く）

９時～16時
各市立保育園
※電話相談可

交通事故発生状況　１月
人　身　事　故 物損事故

件数 死者数 重傷者数 軽傷者数 件数

51 ０ ７ 54 302

※上記は速報数値のため後日変更になる場合があります。

火災・救急統計速報　１月
建　物 ３ 急　病 402
車両・船舶 ０ 交　通 075
その他 １ その他 198
火災件数 ４ 救急件数 675

さくら☎21－0787／すみれ☎21－0120／ひまわり☎22－8246
あおば☎22－2566／中央☎23－6030／中央分園☎21－7870
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市役所　☎ 22－1111／  22－3319●無　料　相　談

手
こ
の
マ
ー
ク
の
記
載
が
あ
る
事
業
は
、
手
話
通
訳
者
の
派
遣
が
可
能
な
事
業
で
す
。
派
遣
を
希
望
す
る
方
は
各
事
業
実
施
日
の
10
日
前
ま
で
に
、
事
業
等
の
担
当
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。



　休日夜間急患診療所は、４月１日㈯から、白岡市との共同運営から久喜
市単独で運営管理を行うことになり、名称が「久喜市休日夜間急患診療
所」に変更となります。診療体制等の変更はありません。休日夜間急患診
療所は、初期救急医療機関として、比較的症状の軽い救急患者を対象に診
療を行っています。診療日、診療時間等につきましては、23ページをご覧
ください。
問合せ　健康医療課地域医療係（内線3424）

＜助成対象者＞

接種時に久喜市に住民登録があり、埼玉県風しん抗
体検査事業の結果で、予防接種をすすめられた方
※ 埼玉県の実施する抗体検査の結果以外での予防接
種をされた方は対象外です

＜助成金額＞

　3,000円（１回限り）
※ 予防接種費用は各医療機関によって異なります。
また、助成金額未満の場合は、助成金額は予防接
種費用の額とします。

＜接種日＞

平成28年４月１日から３月31日までの接種
＜使用ワクチン＞

「風しんワクチン（単独）」または「麻しん風しん
混合ワクチン（ＭＲ）」のどちらか一方
＜申請受付期限＞

４月７日㈮（消印有効）

１ 　医療機関で予防接種を受け、接種費用を全額お支払い
ください。その際に、接種内容（被接種者名・予防接種
名・接種日・支払金額・医療機関名）の分かるものを医
療機関から受け取ってください。

２ 　次の⑴～⑶を各区域の保健センターにご提出くださ
い。後日、指定口座に助成金額を振り込みます。
　⑴ 久喜市大人の風しん予防接種費用助成金申請書および
請求書（各保健センターで配布するほか、市ホーム
ページからもダウンロードできます。）

　⑵ 被接種者氏名、ワクチン名、接種年月日および接種金
額が分かる書類（領収書、予防接種済証などの原本）

　⑶埼玉県風しん抗体検査申込書兼検査結果通知書

※ 請求書には、振込先の金融機関と口座の記入が必要です。
※ 記入漏れや書類に不足がなければ、郵送での申請もでき
ますので、各保健センターまでお問い合わせください。

　市が実施している次の定期予防接種の接種期限が迫っています。対象の方で、まだ接種していない方は早めに接
種しましょう。

※ いずれも接種回数は１回のみです。接種日時点で久喜市に住民登録のある方が対象です。転入等により市の予診
票をお持ちでない場合や市外の医療機関で受ける場合は、お住まいの地区の保健センターへご連絡ください。

※接種を希望される場合は、事前に接種可能な医療機関へ予約が必要です。

予防接種名 対象 費用 備考

麻しん風しん混合
予防接種（第２期）

平成22年４月２日～平成23年４月１日
生まれの方

無料
ワクチン不足により、接種をするまでに時間のかかるこ
とがあるため、早めに予約してください。

二種混合予防接種
（破傷風・ジフテリア）

11歳以上13歳未満の方 無料 接種の推奨年齢は小学６年生

高齢者肺炎球菌
過去に高齢者の肺炎球菌ワクチンを接
種したことがなく、次の年齢の方
■65・70・75・80・85・90・95・100歳

3,000
円

年齢は、平成29年３月31日基準とします。
対象者には、平成28年４月に予診票を送付しました。

大人の風しん予防接種費用の一部助成 申請手続き

予防接種を受けましょう　　～接種期限は３月31日㈮です～

大人の風しん予防接種費用の一部助成　　～接種期限は３月31日㈮です～

「久喜市休日夜間急患診療所」に名称が変わります

i 問合せ　各保健センター　中央　☎21－5354　菖蒲　☎85－7021
栗橋　☎52－5577　鷲宮　☎58－8521

保健センターからのお知らせ
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３月10日㈮～４月９日㈰（３月１日～９日は広報くき２月１日号に掲載済）保健センターの保健事業
事業名 実施日時等 対象者等

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

４か月児健康診査 ３月16日㈭　受付：12時30分～13時45分 平成28年11月生まれ

１歳６か月児健康診査 ３月15日㈬　受付：12時30分～13時45分 平成27年９月生まれ

成人健康相談【要予約】 毎週月～金曜日（祝日を除く）９時～16時 市内在住者

食生活相談【要予約】 毎週月～金曜日（祝日を除く）９時～16時 市内在住者

不登校・ひきこもり家族の
つどい

３月13日㈪　14時～16時
場所：中央公民館 登校拒否・不登校・ひきこもりで悩んでいる家族

菖
蒲
保
健
セ
ン
タ
ー

10か月児健康診査 ３月13日㈪　受付：12時30分～12時50分 平成28年４月～５月生まれ

乳幼児健康相談 ３月10日㈮　受付：13時30分～15時

成人健康相談【要予約】 毎週月～金曜日（祝日を除く）９時～16時 市内在住者

栗
橋
保
健
セ
ン
タ
ー

４か月児健康診査 ３月14日㈫　受付：13時～13時30分 平成28年11月生まれ

乳幼児健康相談 ３月21日㈫　受付：９時30分～11時

ママ・パパ教室【要予約】 ３月11日㈯　９時30分～12時 出産予定日が平成29年４月～７月の妊婦とその家族

成人健康相談【要予約】 毎週月～金曜日（祝日を除く）９時～16時 市内在住者

ウォーキング体操 ４月６日㈭　①９時30分～10時30分　　　　　　②10時40分～11時40分 市内在住者

ダンベル体操 ３月16日㈭　①９時30分～10時30分　　　　　　②10時40分～11時40分 市内在住者

わかちあいるーむ（精神障
がい者の家族のつどい） ３月16日㈭　13時30分～15時30分 精神障がい者とその家族

鷲
宮
保
健
セ
ン
タ
ー

４か月児健康診査 ３月10日㈮　受付：13時～13時45分 平成28年11月生まれ

１歳６か月児健康診査 ３月21日㈫　受付：13時～13時45分 平成27年８月生まれ

３歳児健康診査 ３月22日㈬　受付：13時～13時45分 平成25年11月生まれ

成人健康相談【要予約】 毎週月～金曜日（祝日を除く）９時～16時 市内在住者

　各保健センターで行う事業は、原則としてその地区の住民の方の参加・受診が主になります。ほかの地区で参加や
受診を希望される場合は各保健センターにお問い合わせください。
　また、乳幼児の発育発達（運動面、言語面）について、医師、理学療法士、作業療法士、臨床心理士、言語聴覚士
による個別相談を実施しています。日程等については、各保健センターにお問い合わせください。
　平成28年４月より、不妊治療費助成事業を実施しています。詳細は、各保健センターにお問い合わせください。
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久喜・白岡休日夜間急患診療所
☎＆ 　21－9090

診療科目　内科・小児科
所在地　本町５－10－47（中央保健センター併設）
受付時間

○18時30分～21時30分…３月５日㈰・12日㈰・
19日㈰・26日㈰、４月２日㈰・９日㈰

○13時30分～16時30分、18時30分～21時30分…

３月20日㈷
診療時間　受付開始30分後から終了30分後まで
※問い合わせは診療時間内にお願いします。

●大人を対象とする救急電話相談 ♯7000　☎048－824－4199

　受付時間　平日、土曜日…18時30分～22時30分
　　　　　　日曜日、祝日、年末年始…９時～22時30分
●小児救急電話相談 ♯8000　☎048－833－7911

　受付時間　月～土曜日…19時～翌朝７時／日曜日、祝日、年末年始…７時～翌朝７時
●埼玉県救急医療情報センター
（医療機関案内） ☎048－824－4199（24時間対応）

　歯科・精神科案内と医療相談は除く
●埼玉県精神科救急情報センター
（緊急的な精神科医療相談・医療機関案内） ☎048－723－8699

　受付時間　月～金曜日…17時～翌朝８時30分
　　　　　　土・日曜日、祝日…８時30分～翌朝８時30分

●健康コーナー 中央保健センター☎21－5354／菖蒲保健センター☎85－7021

栗橋保健センター☎52－5577／鷲宮保健センター☎58－8521



▲斗南先生（中島端蔵）

５月14日㈰　10時～15時

第35回久喜市鷲宮地区コミュニティ祭り参加者募集

　
中
島
敦
の
小
説
『
斗
南
先
生
』
に
は
、
中

島
家
の
実
在
の
人
物
が
登
場
す
る
こ
と
や
、

「
利
根
川
べ
り
の
田
舎
」
と
い
う
表
現
で
中

島
家
の
久
喜
新
町
宅
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
そ
し
て
こ
の
小
説
が
ほ
ぼ
ノ
ン
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
、
本
市
に
と
っ

て
意
味
の
あ
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
斗
南
先
生
は
、
安あ

ん

政せ
い

６
年
（
１
８
５
９
）

に
中
島
撫ぶ

山ざ
ん

の
次
男
と
し
て
江
戸
で
生
ま
れ

ま
す
。
名
前
は
端た

ん

蔵ぞ
う

、
名
乗
り
は
ま
さ
し
、

斗
南
・
勿ぶ

つ

堂ど
う

は
号
で
す
。

　
敦
も
、
小
説
の
中
で
、
「
６
歳
で
書
を
読

み
、
13
歳
で
漢
詩
漢
文
を
能よ

く
し
た
」
と
記

し
、
「
非
常
な
秀
才
」
「
儒
学
的
な
俊
才
」

と
評
す
る
ほ
ど
で
し
た
。

　
明
治
15
年
（
１
８
８
２
）
に
は
、
久
喜
本

町
宅
に
私
立
学
校
言げ

ん

揚よ
う

学が
く

舎し
ゃ

を
開
い
て
舎
主

と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
数
年
で
弟
の
竦し

ょ
う

之の

助す
け

に
引
き
継
い
で
し
ま
い
ま
す
。

　

明
治
21
年
（
１
８
８
８
）
に
政
事
小
説

『
野の

路じ

之の

村む
ら

雨さ
め

』
を
著
し
、
翌
年
に
无む

邪さ

志し

会か
い

と
い
う
政
治
団
体
を
設
立
し
、
翌
々
年
の

第
一
回
の
衆
議
院
議
員
選
挙
に
立
候
補
し
ま

す
が
、
あ
え
な
く
落
選
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
県
会
議
員
で
あ
っ
た
宮み

や

内う
ち

翁お
う

助す
け

（
中
島
撫
山
の
弟
子
、
後
に
衆
議
院
議
員
と

な
る
）
と
意
気
投
合
し
、
明
治
26
年
（
１
８

９
３
）
に
翁
助
と
一
緒
に
私
立
専
門
学
校
明め

い

倫り
ん

館か
ん

を
設
立
し
て
館
長
の
職
に
つ
き
ま
す
。

し
か
し
、
明
治
32
年
（
１
８
９
９
）
に
館
長

の
職
を
辞
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

明
治
35
年
（
１
９
０
２
）
に
中
国
に
渡

り
、
久
喜
の
地
で
の
目
立
っ
た
活
動
は
こ
の

こ
ろ
で
ほ
ぼ
終
わ
り
、
昭
和
５
年
（
１
９
３

０
）
に
病
気
で
亡
く
な
り
ま
す
。

　
敦
は
、伯
父
・
斗
南
先
生
の
死
に
よ
っ
て
、

そ
れ
ま
で
の
子
ど
も
じ
み
た
発
想
に
気
づ
か

さ
れ
、
冷
静
に
な
っ
て
本
当
の
自
分
の
心
を

取
り
戻
し
、
大
人
へ
と
成
長
す
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
す
。

　
皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
中
島
敦
の
小
説
『
斗
南

先
生
』
を
読
ん
で
、
市
ゆ
か
り
の
人
物
に
思

い
を
は
せ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
文
化
財
保
護
課
文
化
財
・
歴
史
資

料
係
（
菖
蒲
総
合
支
所
内
／
内
線
３
７
０
）

場所　鷲宮総合支所駐車場、久喜市コミュニティ広場
内容　①アトラクションコーナー（郷土芸能、民踊、
歌謡曲、バンド）／②フリーマーケットコーナー
（個人、団体）／③食べ物味自慢コーナー（家庭料
理、自慢料理販売）／④遊チャレコーナー（遊び、
チャレンジ体験、各種軽スポーツ）／⑤企業・公共
機関コーナー（企業や公共機関のノウハウ紹介）
※その他のコーナーについてはご相談ください。
※運営ボランティアも募集しています。
対象　市内在住者（政治活動、宗教活動等の目的で
の参加は不可）
費用　①・②1,000円、③～⑤4,000円（テント使用

料負担金含む）
申込期限　３月21日㈫　必着
申込方法　参加申込書（鷲宮地区の各公共施設で配
布。市ホームページからもダウンロード可。）に必
要事項を明記の上、直接または郵送・ＦＡＸ・Ｅ
メールで、鷲宮総合支所市民課（〒340－0295　所
在地記入不要／ 58－7019／Ｅメールwashinomiya-
shimin@city.kuki.lg.jp）または鷲宮東・西の各コ
ミュニティセンターへ
問合せ　鷲宮地区コミュニティ祭り実行委員会事務
局（鷲宮総合支所市民課内／内線133）

連
載　

久
喜
歴
史
だ
よ
り
（
第
65
回
）

中な

か

島じ

ま

敦
あ
つ
し

の
小
説

『
斗と

南な

ん

先
生
』

人
権
標
語

輝
け
る　

一
人
ひ
と
り
が　

主
役
の
未
来　

菖
蒲
南
中
学
校
２
年　

篠し

の

崎ざ

き　

乃の

愛あ

こ
の
広
報
紙
は
６
１
２
０
０
部
作
成
し
、１
部
当
た
り
20
円
（
う
ち
広
告
料
収
入
を
除
い
た
市
負
担
は
１
部
16
円
）
で
す
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